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今月の紙面

データで知る帯広
8月末の人口と世帯数
人口▶167,640人
 （前月比－5人）

　男▶80,047人
　女▶87,593人
世帯▶87,158世帯
 （前月比＋46世帯）

0件（前月比－4件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,733t
（前年同月比＋159t）

658t
（前年同月比－11t）

8月の火災発生件数

8月の家庭ごみ排出量

とかちばん馬まつり
………………………… 9

■
自宅などで受けられる医療

「在宅医療」…………… 7
■

保育所・幼稚園などの
入所申し込み………… 8

■
10月は乳がん月間です
……………………… 20

十
勝
の
バ
ス
交
通
の
現
状

　

皆
さ
ん
は
普
段
、
通
勤
・
通
学
、
買

い
物
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て
路
線
バ

ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。

　

現
在
、
帯
広
市
内
で
は
十
勝
バ
ス
と

北
海
道
拓
殖
バ
ス
の
２
社
が
、
39
路
線
、

1
日
当
た
り
５
８
８
便
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

　

昭
和
60
年
度
に
は
約
１
３
０
０
万
人

い
た
帯
広
市
内
の
バ
ス
利
用
者
は
、
自

家
用
車
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
利
用
者

の
減
少
が
続
き
、
平
成
22
年
度
に
は
約

４
０
０
万
人
ま
で
減
り
、
バ
ス
交
通
を

経
営
的
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
困

難
と
な
る
状
況
で
し
た
。（
図
１
）

バ
ス
交
通
維
持
に
向
け
た
取
り
組
み

　

バ
ス
利
用
者
の
減
少
が
続
く
中
、
市

と
バ
ス
事
業
者
な
ど
は
、
生
活
交
通
の

確
保
や
今
後
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
む
た
め
、

路
線
バ
ス
の
維
持
や
新
し
い
バ
ス
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、農
村
地
区
の
予
約
制「
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
」
の
運
行
を

開
始
し
た
り
、
全
て
の
バ
ス
路
線
を
網

羅
し
た
「
お
び
ひ
ろ
バ
ス
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
た
ほ
か
、
バ
ス
事
業
者
独
自

に
、
個
別
訪
問
に
よ
る
バ
ス
利
用
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
帯
広
市
内
の
バ
ス
利
用
者
は

平
成
23
年
度
に
は
増
加
し
、
現
在
は

４
４
０
万
人
台
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

（
図
１
）

路
線
バ
ス
は
な
ぜ
必
要
？

　

路
線
バ
ス
や
鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る

公
共
交
通
は
、
身
体
障
害
者
や
高
齢
者
、

学
生
な
ど
自
家
用
車
を
運
転
し
な
い
人

に
と
っ
て
、
日
常
生
活
を
支
え
る
生
活

基
盤
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に

よ
り
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
公
共
交
通

が
果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、

外
国
人
を
含
む
観
光
客
な
ど
に
と
っ
て

も
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
の
整
備
は
、

地
域
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な
い
要
素
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
路
線
バ
ス
の
現
状
と
課

題
か
ら
、
バ
ス
交
通
の
必
要
性
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

人が鉄ソリを引いて競う「人間
ばん馬大会」のほか、多彩な
飲食ブースや催しを行います。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

図１ 市内の自動車保有台数とバス利用者数の推移
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バス利用者数のバス利用者数の
減少減少

豊かな未来を運ぶバス豊かな未来を運ぶバス豊かな未来を運ぶバス

路線バスのこれからを考える路線バスのこれからを考える路線バスのこれからを考える

商業まちづくり課
（市庁舎７階、☎65・4165）

問い合わせ

特集

大正時代から、私たちの足となり、大正時代から、私たちの足となり、
まちのにぎわいや人々のふれあいを生み出してきたバス。まちのにぎわいや人々のふれあいを生み出してきたバス。
帯広の「未来」を乗せて、バスは今日も走り続ける。帯広の「未来」を乗せて、バスは今日も走り続ける。
このまちを支え続ける路線バスのこのまちを支え続ける路線バスの

「今」と「これから」について考えます。「今」と「これから」について考えます。

大正時代から、私たちの足となり、
まちのにぎわいや人々のふれあいを生み出してきたバス。
帯広の「未来」を乗せて、バスは今日も走り続ける。
このまちを支え続ける路線バスの

「今」と「これから」について考えます。

バス乗車体験でワクワクいっぱいの子どもたち
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冬休み海外研修交流事業　５カ国のいずれかでホームステイなどを体験。　対小学３年生～高校３年生　日 12 月 24 日（日）～翌年 1 月 4 日（木）の６～
10日間　定各コース先着10 ～ 15人　費成田空港発22万８千～ 43万５千円　申・問11月１日（水）までに、国際青少年研修協会（☎03・6417・9721）へ。

バ
ス
利
用
者
の
状
況

　

昨
年
10
月
、
市
民
３
０
０
０
人
（
回

答
数
１
０
６
９
人
）
を
対
象
に
、
路
線

バ
ス
の
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
自
家

用
車
を
保
有
し
て
い
る
世
帯
は
全
体
の

約
９
割
、
自
分
専
用
の
車
が
あ
っ
て
、

い
つ
で
も
使
え
る
人
が
約
７
割
を
占
め

ま
し
た
。
一
方
で
、
約
７
割
の
人
が
日

常
的
に
バ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。（
図
２
）　

　

バ
ス
を
利
用
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、

路
線
が
少
な
い
こ
と
や
、
都
合
の
良
い

時
間
に
乗
れ
な
い
不
便
さ
、
乗
り
方
が

分
か
ら
な
い
な
ど
の
不
安
が
あ
る
と

い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

バ
ス
が
果
た
す
役
割

　

バ
ス
に
は
、
学
校
や
職
場
、
買
い
物

に
行
く
な
ど
、
日
常
生
活
の
足
に
な
る

こ
と
と
、
観
光
な
ど
地
域
内
外
の
人
の

動
き
を
生
み
出
す
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
が
活
発
で
あ
る
ほ
ど
、
大
き
な

人
の
流
れ
と
な
り
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

が
生
ま
れ
ま
す
。「
ま
ち
の
活
性
化
」
と

「
バ
ス
」は
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
自
動
車
を
運
転
し

な
い
高
齢
者
が
増
え
る
と
、
路
線
バ
ス

が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
、
バ
ス
交
通
を

維
持
し
て
行
く
た
め
に
、
私
た
ち
は
ど

ん
な
事
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
、
バ
ス
に
乗
っ
て
み
よ
う

　

自
家
用
車
で
は
な
く
、
バ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
利
点
が
あ
る
の

か
、
ま
た
バ
ス
を
利
用
す
る
上
で
知
っ

て
お
く
と
便
利
な
こ
と
や
、
目
的
別
に

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

ほぼ自分専用の
車があり、
いつでも使える
65%

ほぼ自分専用の
車があり、
いつでも使える
65%

ほとんど
利用しない
54%

ほとんど
利用しない
54%

不明・無回答
１%
不明・無回答
１%

週に３～４日
５%
週に３～４日
５%

週に１～２日
７%
週に１～２日
７%

月に１～２日
13%
月に１～２日
13%

年に数日
20%
年に数日
20%家族共用の

車があり、
自分が優先して
使える  ７%

家族共用の
車があり、
自分が優先して
使える  ７%

家族共用の
車があり、
時々使える
５%

家族共用の
車があり、
時々使える
５%

自分で運転せず、
送迎などで
乗車する  13%

自分で運転せず、
送迎などで
乗車する  13%

世帯に自家用車
はない  ７%
世帯に自家用車
はない  ７%

不明・無回答
３%
不明・無回答
３%

Ｑ.自家用車の保有状況 Ｑ.路線バスの利用頻度
図２　市民アンケート結果

認知症予防につながる

事故に遭う危険度が下がる

車の維持費がかからない認知症の発症率

　運動する習慣のある人
は 、な い 人 に 比 べ て 認
知症発症の危険度が３割
ほど低いといわれていま
す。バスを利用すると、
停留所までの往復や目的
地までの移動で、無理な
く運動することができま
す。

　年齢を重ねると、気付かないうち
にとっさの判断が遅れたり、ちょっ
とした勘違いが多くなります。
　自動車運転者の年齢層別の死亡
事故件数でも、年齢が上がるにつれ
て増加しています。

　1000CC の車を持っている
だけで、保険・税金・駐車
場代などで 1 日約 2000円か
かっているといわれていま
す。
　普段あまり車に乗らない
場合、車を手放して公共交
通機関で移動した方が、か
かるお金は少なくなります。

３割減

運動習慣なし 運動習慣あり
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■件／免許人口10万人年齢層別免許人口10万人当たり　死亡事故件数

認知症疾患治療ガイドライン
2010より（日本神経学会）

広報広聴課インターンシップ生　鎌田智行さん（帯広市出身）

平成29年交通安全白書より（内 閣府）

バスを使うことによる利点

普段乗らないと、意外と知らない
バスの乗り方を紹介します。

①目的地の系統をバスの
先頭にある方向幕で確認
し、乗車してください。

②乗車口の右横にある整
理券を取ってください。

④前方の運賃表で金額を確認し、バスから降りる際に、整理
券と現金を入れてください。

③目的地の停留所がアナウ
ンスされたら、降車ボタンを
押してください。

パソコン、スマートフォンで
調べることができる「もくい
く」が便利です。近 くのバス
停を検索し、目的地を入れれば、
どの系統に乗れば良いかや、発着
時間を調べることができます。

スマートフォンアプリ「Ｐ
ピ ナ

ＩＮＡ」
を使用すると、乗車予定の
バスが現在どの地点にいる
かと、乗車予定のバス停へ
の到着時間が 確認できま
す。

目的地に行くためのバスや、最寄りの停留所を簡単
に調べられますか？

ペットは、ふたが閉まり完全に収納できる専用ケースなどに
入っていれば、車内へ連れて乗れますよ。

整理券の番号と同じ番号のところ
に表示されている数字が運賃です

整理券を忘れずに

行き先がよく分からないときは
乗務員にお尋ねください。

中央のドアから乗車

前のドアから降車

教えて！
運転手さん新人広報スタッフが聞いてみました バスの乗り方

高校時代はずっと自転車通学で、バスでの移動は不慣れで
すが、運転手さんに、乗り方のこつを教わりたいと思います！

もくいく～路線バス目的地検索～

PINA ～バスロケーションサービス～

十勝バス
佐々木 智彦

運転手

北海道拓殖バス
中
なかすて

捨 道夫
運転手

バスが来るまで、あとどれくらい待てばいいか
分かると便利なのですが。

ペットと一緒にバスに乗ることはできますか？

帯広駅
●●高校

0

経由地系統番号

行き先

【ご案内】
11月頃より、十勝バスが運行する畜大線や北海道拓殖バスが運行
する一中・療養所線、運転免許試験場線（柏林台）などの路線の一部
またはダイヤが変更となります。日程・詳細などについては、10
月以降にバス車内などに掲示します。

次
、止
ま
り
ま
す

ピ
ン
ポ
ー
ン
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無料法律相談会　離婚、親権、消費者金融の相談に弁護士が応じます。　対十勝管内在住のひとり親家庭の親　日 10 月 20 日（金）、13 時～ 15 時の間
で１人 30 分　定先着４人　場・申・問 10 月 13 日（金）までに、母子家庭等就業・自立支援センター（公園東町３、グリーンプラザ内、☎ 20・7751）へ。

大
正
地
区﹁
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
﹂・

川
西
地
区﹁
あ
い
の
り
バ
ス
﹂

　

市
内
中
心
部
と
、
川
西
・
大
正
地
区

を
つ
な
ぐ
公
共
交
通
と
し
て
、
乗
り
合

い
で
移
動
す
る
予
約
制
の
「
あ
い
の
り

タ
ク
シ
ー
」（
大
正
地
区
内
～
市
中
心

部
）
と
、「
あ
い
の
り
バ
ス
」（
川
西
地

区
～
市
中
心
部
）を
運
行
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
各
運
行
会
社
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

バ
ス
を
使
っ
て
元
気
に
お
で
か
け︵
高

齢
者
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
バ
ス
事
業
︶

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
、
健
康
と
生
き

が
い
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
満
70

歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
「
高
齢
者
バ

ス
無
料
乗
車
証
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

乗
降
地
の
い
ず
れ
か
が
帯
広
市
内
で

あ
れ
ば
、
市
内
分
の
運
賃
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

申
請
方
法　

本
人
確
認
書
類
（
保
険
証

な
ど
）
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
交
付
窓
口

へ
。
交
付
窓
口
で
顔
写
真
を
撮
影
す
る

の
で
、
必
ず
申
請
者
本
人
が
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
交
付
窓
口　

高
齢
者
福

祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４

５
）、
平
日
、
９
時
30
分
～
16
時
30
分

交
付
料　
５
０
０
円
（
交
付
時
に
窓
口

で
支
払
い
、
再
交
付
時
も
同
様
）

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

教
育

　

市
で
は
、
市
民
の
意
識
を
「
過
度
に

自
動
車
に
頼
る
状
態
」
か
ら
「
公
共
交

通
や
徒
歩
な
ど
を
含
め
た
多
様
な
交
通

手
段
を
適
度
に
利
用
す
る
状
態
」
へ
と

少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
モ
ビ
リ
テ
ィ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
バ
ス
事
業
者
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）

製
造
業
者
、
帯
広
運
輸
支
局
と
連
携
し
、

市
内
小
学
校
や
帯
広
市
高
齢
者
学
級
な

ど
で
出
前
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
向
け
の
出
前
講
座
で
は
、
低

学
年
は
紙
芝
居
や
「
交
通
す
ご
ろ
く
」

な
ど
を
使
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
バ
ス

の
乗
り
方
や
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。中
・

高
学
年
は
、
運
輸
と
地
球
温
暖
化
の
関

係
や
環
境
に
優
し
い
公
共
交
通
、
使
用

済
み
て
ん
ぷ
ら
油
を
燃
料
に
再
生
す
る

Ｂ
Ｄ
Ｆ
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
ま
た
、

Ｂ
Ｄ
Ｆ
で
走
る
バ
ス
に
乗
車
し
、
バ
ス

の
乗
り
方
や
降
り
方
を
実
車
で
学
び
な

が
ら
、
環
境
と
バ
ス
に
対
す
る
興
味
や

関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
向
け
の
講
座
で
は
、
環
境
と

公
共
交
通
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ
か
、
自
動

車
の
年
齢
別
事
故
率
や
二
酸
化
炭
素
排

出
量
、
健
康
に
関
す
る
情
報
提
供
を
通

じ
て
、
過
度
に
自
動
車
を
利
用
せ
ず
、

徒
歩
や
バ
ス
と
い
っ
た
移
動
手
段
の
利

用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
ま
ち
の
未
来
を
支
え
る

大
切
な
存
在﹁
路
線
バ
ス
﹂

　

路
線
バ
ス
は
、
私
た
ち
の
足
と
な
り
、

人
々
の
生
き
が
い
を
支
え
、
ま
ち
の
元

気
を
生
み
出
す
大
切
な
存
在
で
す
。

　
５
年
後
、
10
年
後
の
私
た
ち
自
身
の

移
動
手
段
や
暮
ら
し
方
、
こ
の
地
域
の

未
来
を
考
え
た
と
き
、
路
線
バ
ス
が
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
存
在
と
し
て

在
り
続
け
る
た
め
に
、
私
た
ち
み
ん
な

で
路
線
バ
ス
を
利
用
し
、
バ
ス
交
通
を

守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
動
車
は
と
て
も
便
利
で
す
が
、
た

ま
に
は
、
運
転
を
気
に
せ
ず
、
周
り
の

景
色
や
読
書
を
楽
し
み
な
が
ら
、
バ
ス

な
ら
で
は
の
安
全
性
や
便
利
さ
を
感
じ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
ま

で
に
な
い
時
間
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で

と
は
ひ
と
味
違
う
、
十
勝
・
帯
広
の
良

さ
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
こ
れ
を
機
に
、
私
た
ち
の
豊

か
な
未
来
を
運
ぶ
「
路
線
バ
ス
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

バスの乗車体験にドキドキ

高齢者いきいきふれあい館「まちなか」（西２南７、帯広信金第３ビル、☎67・6799）

　自分に合った趣味を見つけよう
と市の講座を探し、高齢者いきい
きふれあい館「まちなか」で無料で
実施している「脳が喜ぶ！心が笑
う！臨床美術」に興味を引かれ、
参加しています。
　普段は自家用車を運転します
が、「まちなか」には駐車場がない
ため、「高齢者バス無料乗車証」を
利用して通っています。
　バスを利用してみて感じたこと
は、車は運転に集中しなければな
りませんが、バスは乗っているだ
けで目的地まで安全に移動がで
き、とても気持ちが楽なことです。
　バスの利用で趣味の幅も広が
り、知り合った友達と、笑いなが
ら過ごす時間を楽しんでいます。

あいのりタクシー・バス
○出発時間の 45 分前までに運行会社に電話で予約
　＜問い合わせ・予約先＞
　あいのりタクシー：大正交通（☎ 0800・800・5551）
　あいのりバス：毎日交通（薔0120・999・094）
　※前日までに予約が必要となる便があります。

○運賃はお住まいの地区により異なります
　・中学生以上は大人運賃
　・回数券、通学定期券の販売あり
　・高齢者バス無料乗車証の使用可
　・療育／身体障害者／精神障害者手帳を持つ人は半額

バス利用で心にゆとり
趣味の幅も広がる

高齢者いきいきふれあい館
「まちなか」利用者

木村 美代子さん（70代）

　 詳 細 は 、帯 広 駅 バ ス タ ー ミ ナ ル （☎ 23・
5171）か、十勝バス（☎ 37・6500）、北海道拓
殖バス（☎ 31・8811）へ問い合わせください。

　運転免許証を自主返納した人
は、バス運賃が半額になります。
高齢者の交通事故が増えて、運
転に不安を感じている人には、
お得で安全ですよ。

　たまには車を運転せず、十勝をゆっくり観
光してみてはいかがですか。
　施設利用券とバス往復乗車券がセットになった十勝を
堪能できるバスパックです。花やガーデンが好きな人、
温泉を満喫したい人など7 種類のパックがあります。

　休日、帯広市内であれば小学生は 100 円、
中学生は 200 円で乗車できます。また、通
学定期券を使っている人は市内区域内乗り
放題となる定期券があるので、学生で家と
学校以外の移動が必要な人にはお得です。

　まちなかで買い物を楽しみません
か。帯広市商店街振興組合の参加
店で 2000円以上の買い物をすると、
100円の「買物共通バス券」がもらえ、
大変お得ですよ。

スタート
いいえ はい

はいいいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

バス事業者がおすすめする！

お得なバスの使い方
おすすめのバスの使い方　診断チャート

検 索十勝バス 検 索北海道拓殖バス

Ａ
タイプ

C
タイプ

D
タイプ

B
タイプ

普段は車で
移動する

ことが多い

60歳以上で、
最近運転に
不安がある

免許返納者
割引制度

買物共通
バス券

小学生・
中学生
休日市内割
学生ワイド
フリー

日帰り路線
バスパック

家族に
学生がいる

バスをよく
利用する

タ
イ
プ
Ａ

タ
イ
プ
Ｄ

タ
イ
プ
Ｃ

タ
イ
プ
Ｂ

60歳以上のドライバーの皆さんには…
⇒ 免許返納者割引制度

休日にバスでお出掛したい学生さんには…
⇒ 小学生・中学生休日市内割／学生ワイドフリー

バスをよく利用する人には…
⇒ 買物共通バス券

ガーデンや温泉巡りをしたい人は…
⇒ 日帰り路線バスパック

「ま ちなか」での講座の様子

お得なバスプラ
ンがいろいろあ
るので、ぜひタ
イプに併せて利
用してみてくだ
さい！



■ 4 ■広報おびひろ　平成 29 年 10 月号

※１ 普通会計　全国の自治体の財政状況を比較するための会計基準。市では一般会計に中島霊園事業会計と空港事業会計を加えたもの。　※２ 早期健全化
基準　財政破綻を防止するために設けられた危険水準を表す。四つの健全化判断比率のうち一つでも基準値を上回ると、財政の健全化に取り組む必要がある。

一
般
会
計
の
収
支

　

平
成
28
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
が

８
２
３
億
６
６
６
２
万
円
、
歳
出
が

８
１
９
億
８
４
２
８
万
円
、
差
引
額
が

３
億
８
２
３
４
万
円
で
し
た
。（
図
１
）

　

こ
の
差
引
額
に
は
、
平
成
28
年
度
中

に
事
業
が
完
了
し
な
か
っ
た
た
め
、
平

成
29
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
財

源
１
５
２
６
万
円
も
含
む
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
除
い
た
実
質
的
な
黒
字
額
は

３
億
６
７
０
８
万
円
で
し
た
。（
表
１
）

歳
入
の
状
況

　

昨
年
度
に
比
べ
て
、
市
税
が
約
２
億

２
０
０
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
が
約
４

億
１
０
０
０
万
円
、
除
雪
費
用
や
災
害

復
旧
に
要
す
る
費
用
の
財
源
と
す
る
た

め
の
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
で
繰
入
金

（
図
１
で
は
「
そ
の
他
」
に
含
む
）
が
約

５
億
４
０
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
地
方
交
付
税
が
約
３
億
９

０
０
０
万
円
減
少
し
た
ほ
か
、
公
共
施

設
建
設
な
ど
の
大
規
模
な
投
資
的
事
業

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
の
長

期
的
な
借
金
で
あ
る
市
債
の
発
行
額
が

約
17
億
７
０
０
０
万
円
と
大
き
く
減
少

し
た
た
め
、
歳
入
全
体
で
は
、
約
13
億

７
０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。

歳
出
の
状
況

　

昨
年
度
に
比
べ
て
、
民
生
費
が
約
17

億
８
０
０
０
万
円
、
市
債
の
返
還
な
ど

に
充
て
る
公
債
費
で
約
４
億
１
０
０
０

万
円
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
連
の

台
風
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
地
や
公

共
施
設
な
ど
の
復
旧
・
修
復
に
係
る
事

業
費
の
増
加
に
よ
り
、
災
害
復
旧
費
が

約
１
億
８
０
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
商
工
費
で
約
16
億
円
、
消

防
費
で
約
７
億
６
０
０
０
万
円
減
少
し

た
た
め
、
総
額
で
は
約
９
億
１
０
０
０

万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
収
支

　

市
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、

国
民
健
康
保
険
会
計
や
介
護
保
険
会
計
、

ば
ん
え
い
競
馬
会
計
な
ど
、
全
部
で
九

つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
利
用
者
が
負
担
す
る

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
が
主
な
財
源
で
、

収
入
と
支
出
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た

め
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
の
決
算
額

は
、
表
１
の
通
り
で
す
。

帯
広
市
の
財
政
状
況

　

自
治
体
の
財
政
状
況
を
比
較
す
る
資

料
に
、
健
全
化
判
断
比
率
と
財
務
諸
表

が
あ
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
が
示
す

財
政
の
健
全
さ

　

自
治
体
全
体
の
財
政
状
況
を
把
握
し

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
財
政
健
全
化
法

に
よ
る
四
つ
の
指
標
の
公
表
が
各
自
治

体
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

普
通
会
計
※
１
の
実
質
的
な
赤
字
額

が
、
市
の
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど

の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を
示
す

指
標
が
「
実
質
赤
字
比
率
」
で
す
。
こ

れ
に
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計
も
含
め

た
指
標
が
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
で

す
。
い
ず
れ
の
指
標
も
、
平
成
28
年
度

は
黒
字
決
算
の
た
め
、
実
質
赤
字
比
率

は
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、
一
般
会

計
な
ど
が
負
担
す
る
長
期
の
借
入
金
の

返
済
や
、
そ
れ
に
準
ず
る
支
出
が
、
市

の
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど
の
く
ら

い
の
割
合
に
な
る
の
か
を
示
す
指
標
で

す（
過
去
３
カ
年
平
均
）。
家
計
に
例
え

る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
額
の

合
計
が
年
収
に
占
め
る
割
合
に
な
り
ま

す
。（
図
２
）

　
「
将
来
負
担
比
率
」
は
、
一
般
会
計

な
ど
が
抱
え
る
実
質
的
な
負
債
の
残
高

が
、
市
の
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど

の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を
示
す

指
標
で
す
。
家
計
に
例
え
る
と
、
住
宅

ロ
ー
ン
な
ど
の
借
入
金
の
残
高
が
、
現

在
の
年
収
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
か

を
示
す
割
合
に
な
り
ま
す
。（
図
３
）

　

市
の
平
成
28
年
度
の
財
政
状
況
は

い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準
※
２
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
帯
広
市
の
財
政

　

帯
広
市
の
財
政
は
、
健
全
化
判
断
比

率
な
ど
か
ら
見
て
、
健
全
な
状
況
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
伴

う
社
会
保
障
費
の
増
加
や
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
に
対
す
る
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
一
方
、
国
か
ら
の
交

付
税
な
ど
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
事
業
の
選
択
と
集
中

を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
希
望
の
未
来
に
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
施
策
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
の
決
算
と
財
政
状
況

平
成
28
年
度
の
各
会
計
決
算
と
主
な
取
り
組
み

財
政
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
６
）

　
決
算
は
９
月
12
日
か
ら
開
催
の
定
例
市
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
と
下
水
道
事
業
会
計
の
平
成
28
年
度
決
算
は
６
頁
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

表１　一般会計と特別会計の決算

図１　一般会計の歳入・歳出

総額 823億6662万円
〔13億6958万円蛬〕

歳 

入
総額 819億8428万円
〔９億906万円蛬〕

歳 

出

差し引き ３億8234万円

民生費　329億4145万円
福祉や生活保護など
〔17億8040万円蚶〕

市税　219億3417万円
市民や法人が納めた税金
〔２億1677万円蚶〕

道支出金　51億4640万円
道からの補助金など〔3318万円蚶〕

衛生費　47億5814万円
予防接種やごみ処理など〔１億2780万円蚶〕

総務費　44億5267万円
庁舎管理や防災など〔１億1794万円蛬〕

その他　95億5936万円
施設の使用料や財産収入、繰入金など
〔１億8776万円蚶〕

市債　46億1300万円
長期的な借金〔17億6526万円蛬〕

諸収入　122億6451万円
貸付金返還金や給食費など
〔6566万円蛬〕

国庫支出金　141億7237万円
国からの補助金など
〔４億975万円蚶〕

地方交付税　146億7681万円
国から交付されたお金
〔３億8612万円蛬〕

その他　33億8064万円
議会費など〔２億8853万円蛬〕

農林水産業費　33億4854万円
農業振興や土地改良事業など〔３億8682万蛬〕
消防費　32億1054万円
消防や救急など〔７億5588万蛬〕

災害復旧費
１億7566万円
〔皆増〕

土木費　55億883万円
道路や公園などの整備〔３億4765万円蛬〕

教育費　64億8709万円
学校教育や生涯学習
〔１億68万円蚶〕

商工費　85億8129万円
産業・観光などの振興
〔16億182万円蛬〕

公債費　91億3943万円
借りたお金の返済金
〔４億504万円蚶〕

※[　]は前年比
※歳出の各項目には、関係する職員の給与費を含めています。
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早期健全化基準
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25

0

30
%

年
度

平成28年度  8.5%

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

帯広市

早期健全化基準
350
400

120

110

100

%

年
度

平成28年度  112.0%

0

図２　実質公債費比率の推移 図３　将来負担比率の推移

会計区分 歳　入 歳　出 翌年度繰越事業財源 実質収支
一般会計 823億6662万円 819億8428万円 1526万円 ３億6708万円

国民健康保険会計 206億7477万円 204億  890万円 − ２億6587万円
後期高齢者医療会計 21億2676万円 20億4933万円 − 7743万円
介護保険会計 134億9264万円 131億6997万円 − ３億2267万円
中島霊園事業会計 6156万円 6156万円 − −
簡易水道事業会計 8150万円 8150万円 − −
農村下水道事業会計 １億3401万円 １億3401万円 − −
ばんえい競馬会計 169億9273万円 169億2395万円 − 6878万円
駐車場事業会計 １億  215万円 １億  215万円 − −
空港事業会計 11億4154万円 11億4154万円 − −

合　　計 1371億7428万円 1360億5719万円 1526万円 11億  183万円

特
別
会
計
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平成28年度  主な事業と決算額
安全に暮らせるまち

活力あふれるまち

健康でやすらぐまち

平成 28 年度に実施した主な事業の一部を
「第六期総合計画」の体系に基づき紹介します。

●地域防災力の強化に向けた取り組み（地域防災訓練の実施、備蓄食
料の更新など）  【1935 万円】

●明星橋の復旧に向けた実施設
計、撤去工事  【5496 万円】

●川西支所、川西第一分団詰所
を併設した川西合同庁舎の
耐震診断  【192 万円】

●「とかち広域消防局」の運用開
始  【16 億 2130 万円】

●馬
バ レ イ シ ョ

鈴薯集出荷施設の整備などに対する補助  【2 億 9890 万円】
●農業用ＧＰＳ基地局の整備に対する補助  【447 万円】
●ＩＣＴ農業の推進などに対する資金貸付制度の充実  【１億 4061

万円】
●十勝型ＧＡＰ※ 3 の導入促進  【400 万円】
●中小企業のＨＡＣＣＰ※ 4 導入事例集の発行  【124 万円】
●十勝・イノベーション・エコシステムの推進（産官学金が連携し

た創業・起業支援システムの構築）  【7039 万円】

●日本脳炎やＢ型肝炎の定期予防接種化  【6489 万円】
●地域の精神医療を担う公的病院の運営に対する支援  【9744 万円】
●高齢者いきいきふれあい館「まちなか」開設に対する支援  【216 万

円】
●小規模特別養護老人ホームの整備などに対する補助  【４億 2450 万

円】
●手話言語条例の制定を記念した講演会の開催など  【245 万円】
●第２緑ケ丘児童保育センターの建設  【１億 2040 万円】

※３  Ｇ
ギ ャ ッ プ

ＡＰ ………農業生産工程の正確な実施、記録、点検、評価などを行うことによる持続的な改善活動
※４  Ｈ

ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰ …食品を製造する際に潜む危険を科学的に記録、 分析した上で、安全管理基準を高める衛生管理の手法
※５  ＤＭＯ ………観光を核とする地域づくりのかじ取り役を担う組織
※６  Ｈ

ヘ ム ス

ＥＭＳ ……家庭で使うエネルギーを節約するための管理システム
※７  ＰＦＩ ………公共施設などの建設、維持管理、運営などを民間の資金と能力を活用して行う手法　

●十勝らしい体験・滞在型観光の推進（十勝のアウトドアブランド化に向けた調
査、十勝アウトドアＤＭＯ※ 5 の
設立準備）  【3881 万円】

●釧路市・網走市と連携した観光
プロモーションの実施  【600万
円】

●「フードバレー」を通じた道外地
域とのイベント交流  【40 万円】

用
語
解
説

十勝全域を管轄する「とかち広域消防局」

自然と共生するまち 快適で住みよいまち

思いやりとふれあいのまち

自立と協働のまち

生涯にわたる学びのまち

●新たな省エネ機器（ＨＥＭＳ※ 6）導入に対する補助  【72 万円】
●ＰＭ 2.5（微小粒子状物質）の測定  【28 万円】
●家庭から出る剪

せんてい

定枝の無料受け入れ  【23 万円】
●簡易水道や農村下水道の中長期的な施設更新計画の策定  【1523 万円】
●浸水リスクの把握を目的としたシミュレーションの実施  【2047 万円】

●帯広市空家等対策計画の策定など  【239 万円】
●公営住宅の整備  【３億 332 万円】
●道内空港の一括民間委託に係る検討および準備作業  【5847 万円】
●空港機能の強化を目的としたターミナルビル増築に対する支援

【５億 250 万円】
●空港エプロン（駐機場）拡張に向けた実施設計  【2559 万円】

●清流の里福祉センターの建設  【１億 1626 万円】
●鉄南コミュニティセンターの耐震補強  【2894 万円】
●大分市との姉妹都市締結

50周年を記念した訪問団
の相互交流【129 万円】

●米国マディソン市との姉妹
都市締結 10周年を記念し
た訪問団の相互交流など  

【643 万円】

●スマートフォンなどによる閲覧に最適化した市ホームページの
トップページを追加  【35 万円】

●「帯広市公共施設マネジメント計画」の策定  【653 万円】
●社会保障・税番号制度の運用に伴う対応  【9947 万円】
●おびひろ応援寄附金寄附環境の充実 【８万円】

●学校トイレの洋式化を推進  【1444 万円】
●地域ぐるみで子どもを応援する活動を支援する「こども学校応援地

域基金」の創設  【1115 万円】
●視覚に障害のある人にデジタル録音図書の貸し出しを開始  【129 万

円】
●動物展示施設の整備や動物購入などを目的とした「おびひろ動物園

ゆめ基金」の創設  【213 万円】
● 2017 冬季アジア札幌大会の開催（帯広市ではスピードスケート競技

開催）  【8992 万円】
●新しい総合体育館の建設に向けた用地の取得や、ＰＦＩ※ 7 方式に

よる事業者の公募、選定など  【2578 万円】

フードバレー交流都市・熊本市「くまモン」と交流

とかち帯広空港の新旅客ターミナルビルが完成

大分市の郷土料理を教わりました
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※１ 減価償却費　施設が古くなり価値が減った分を費用として換算したもので、収支に反映されます。この費用は現金の支出を伴わず、新しい施設を作る
ときの財源に位置付けられています。　※2 インフラ基本計画　施設の維持管理・更新などの中長期的な取り組みの方向性を明らかにする計画です。

平
成
28
年
度  

水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算

災
害
に
強
く
﹆
い
つ
で
も
安
全
に
﹆
安
心
し
て

利
用
で
き
る
上
下
水
道
を
目
指
し
て

水
道
事
業
会
計
の
決
算

お
い
し
い
水
道
水
を
作
り

確
実
に
届
け
る

　

収
益
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は
44
億

７
０
９
５
万
円
（
前
年
度
比
０
・
９
％

増
）、
支
出
は
37
億
５
４
１
３
万
円
（
同

０
・
８
％
増
）
で
、
家
庭
な
ど
か
ら
の

水
道
料
金
収
入
が
増
加
し
た
一
方
で
、

借
入
金
利
息
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
収
益
的
収
支
は
７
億
１
６
８
２

万
円
（
同
０
・
９
％
増
）
の
純
利
益
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
純
利
益
は
今
後
の

借
入
金
の
元
金
返
済
な
ど
に
使
用
す
る

予
定
で
す
。

水
道
施
設
や
水
道
管
を
整
備
す
る

　

資
本
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は
13
億

９
１
９
万
円
（
同
17
％
減
）、
支
出
は

33
億
３
３
１
７
万
円
（
同
３
・
１
％
減
）

で
、
収
入
の
不
足
は
収
益
的
収
支
の
減

価
償
却
費
※
１
な
ど
で
補ほ

填て
ん

し
ま
し
た
。

水
道
事
業
の
主
な
取
り
組
み

▼
上
下
水
道
部
の
在
職
経
験
が
あ
る

退
職
者
の
協
力
に
よ
り
災
害
時
の
体

制
強
化
を
図
る
制
度
の
創
設
▼
新
た

な
水
道
管
の
整
備
や
老
朽
化
し
た
水

道
管
の
更
新
▼
中
長
期
的
な
財
政
状

況
な
ど
を
考
慮
し
た
イ
ン
フ
ラ
基
本

計
画
※
２
の
策
定
▼
稲
田
浄
水
場
設

備
機
器
の
更
新（
平
成
27
～
29
年
度
）

▼
中
島
配
水
区
の
水
道
管
の
整
備
︱

な
ど

下
水
道
事
業
の
主
な
取
り
組
み

▼
新
た
な
下
水
道
管
の
整
備
や
老
朽

化
し
た
下
水
道
管
の
更
新
▼
局
地
的

な
豪
雨
発
生
時
の
浸
水
状
況
の
広
が

り
方
を
解
析
す
る
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
▼
中
長
期
的
な
財
政
状
況
な

ど
を
考
慮
し
た
イ
ン
フ
ラ
基
本
計
画

の
策
定
▼
帯
広
川
下
水
終
末
処
理
場

設
備
の
更
新
︱
な
ど

下
水
道
事
業
会
計
の
決
算

汚
れ
た
水
を
集
め
て
き
れ
い
に
す
る

　

収
益
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は

49
億
８
０
７
０
万
円
（
前
年
度
比
４
・

５
％
減
）、
支
出
は
44
億
６
２
０
７
万

円
（
同
４
・７
％
減
）
で
、
そ
の
他
の
収

入
に
含
ま
れ
る
減
価
償
却
に
伴
う
負
担

金
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
収

益
的
収
支
は
５
億
１
８
６
３
万
円
（
同

３
・６
％
減
）の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

終
末
処
理
場
や
下
水
道
管
を
整
備
す
る

　

資
本
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は
12
億

８
１
５
７
万
円（
同
４
・
３
％
減
）、
支

出
は
30
億
２
１
０
９
万
円（
同
１
・３
％

減
）
で
、
収
入
の
不
足
は
収
益
的
収
支

の
減
価
償
却
費
な
ど
で
補
填
し
ま
し
た
。

水
道
・
下
水
道
事
業
の
費
用
の
内
訳

こ
れ
か
ら
の
帯
広
市
の

水
道
・
下
水
道

　

平
成
28
年
度
の
決
算
は
、
水
道
、
下

水
道
事
業
と
も
に
純
利
益
を
計
上
す
る

な
ど
、
健
全
な
状
況
を
維
持
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
は
人
口
が
減
少
し

使
用
量
が
減
少
す
る
一
方
、
多
く
の
老

朽
化
し
た
施
設
の
更
新
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
も
健
全
な
企
業
経
営
の
も
と
、

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
上
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
た
め
、
中
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
イ
ン
フ
ラ
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
計

画
的
な
施
設
の
更

新
や
、
災
害
に
強

い
施
設
づ
く
り
な

ど
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

上
下
水
道
部
総
務
課
（
市
庁
舎
水
道
棟
２
階
、
☎
65
・ 

４
２
１
２
）

　
決
算
は
９
月
12
日
か
ら
開
催
の
定
例
市
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

汚水処理原価 給水原価

下水を処理するための費用
1m3当たり  136円13銭

水道水を作り、届けるための費用
1m3当たり  ２２３円４７銭

職員給与費
23円50銭（10.5％）
職員給与費
23円50銭（10.5％）

漏水・メーター
の修理、施設の
修理や電気料な
どの維持管理費
36円64銭（16.4％）

漏水・メーター
の修理、施設の
修理や電気料な
どの維持管理費
36円64銭（16.4％）

十勝中部広域水道企業団
からの水道水の購入費
66円34銭（29.7％）

十勝中部広域水道企業団
からの水道水の購入費
66円34銭（29.7％）

減価償却費
75円6銭
（33.6％）

減価償却費
75円6銭
（33.6％）

借入金利息
21円93銭
（9.8％）

借入金利息
21円93銭
（9.8％）

職員給与費
4円54銭（3.3％）
職員給与費
4円54銭（3.3％）

下水道管の
清掃や修理、
施設の修理や
電気料などの
維持管理費
58円73銭（43.2％）

下水道管の
清掃や修理、
施設の修理や
電気料などの
維持管理費
58円73銭（43.2％）

減価償却費
51円55銭
（37.9％）

減価償却費
51円55銭
（37.9％）

借入金利息
21円31銭
（15.6％）

借入金利息
21円31銭
（15.6％）

下
水
道
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ス
イ
ス
イ

帯広市上下水道部キャラクター
ミナモくん

稲田浄水場設備機器の更新 水のおいしさをPR

雨水管の整備

水道水を作り、届けるための
収入と支出

汚れた水を集めて
きれいにするための収入と支出

 ●●● 収益的収支 ●●●

 ●●● 収益的収支 ●●●

 ●●● 資本的収支 ●●●

 ●●● 資本的収支 ●●●

水道施設の建設や水道管を整備、
更新するための収入と支出

終末処理場の建設や下水道管を
整備、更新するための収入と支出

水道料金
38億1271万円
（85.3％）

水道料金
38億1271万円
（85.3％）

水道水の購入費
 10億5485万円
（28.1％）

水道水の購入費
 10億5485万円
（28.1％）

減価償却費
13億2196万円
（35.2％）

減価償却費
13億2196万円
（35.2％）

維持管理費
４億8394万円
（12.9％）

維持管理費
４億8394万円
（12.9％）

職員給与費
３億4625万円
（9.2％）

職員給与費
３億4625万円
（9.2％）
借入金利息
３億2286万円
（8.6％）

借入金利息
３億2286万円
（8.6％）
その他
２億2427万円
（6.0％）

その他
２億2427万円
（6.0％）

その他
６億5824万円
（14.7％）

その他
６億5824万円
（14.7％）

収入
44億7095万円

支出
37億5413万円

純利益
（税込み）
７億1682万円

純利益
（税込み）
７億1682万円

下水道使用料
29億4363万円
（59.1％）

下水道使用料
29億4363万円
（59.1％）

一般会計負担金・
補助金

８億9352万円
（17.9％）

一般会計負担金・
補助金

８億9352万円
（17.9％）

その他
11億4355万円
（23.0％）

その他
11億4355万円
（23.0％）

減価償却費
23億4387万円
（52.5％）

減価償却費
23億4387万円
（52.5％）

維持管理費
12億3010万円
（27.6％）

維持管理費
12億3010万円
（27.6％）

収入
49億8070万円

支出
44億6207万円

借入金利息
５億9926万円
（13.4％）

借入金利息
５億9926万円
（13.4％）
職員給与費
１億1781万円
（2.7%）

職員給与費
１億1781万円
（2.7%）
その他
１億7103万円
（3.8％）

その他
１億7103万円
（3.8％）

純利益
（税込み）
５億1863万円

純利益
（税込み）
５億1863万円

借入金
12億3110万円
（94.0％）

借入金
12億3110万円
（94.0％）

水道布設工事や
メーター設置経費
など
23億2249万円
（69.7%）

水道布設工事や
メーター設置経費
など
23億2249万円
（69.7%）

借入金の
元金返済
10億1068万円
（30.3％）

借入金の
元金返済
10億1068万円
（30.3％）

一般会計
負担金
1922万円
（1.5％）

一般会計
負担金
1922万円
（1.5％）

補助金
5887万円
（4.5％）

補助金
5887万円
（4.5％）

収入
13億919万円

支出
33億3317万円

収支不足額
20億2398万円
収支不足額

20億2398万円

その他
32万円
その他
32万円

借入金
８億8790万円
（69.3％）

借入金
８億8790万円
（69.3％）

借入金の
元金返済
22億4131万円
（74.2％）

借入金の
元金返済
22億4131万円
（74.2％）

下水道施設工事や
終末処理場設備
更新経費など
7億7946万円
（25.8％）

下水道施設工事や
終末処理場設備
更新経費など
7億7946万円
（25.8％）

国庫補助金
１億9321万円
（15.1％）

国庫補助金
１億9321万円
（15.1％）

一般会計
出資金・
補助金
１億9651万円
（15.3％）

一般会計
出資金・
補助金
１億9651万円
（15.3％）

その他
395万円
（0.3％）

その他
395万円
（0.3％）

収入
12億8157万円

支出
30億2109万円

収支不足額
17億3952万円
収支不足額

17億3952万円

検 索おびひろ極上水
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自
宅
な
ど
で
受
け
ら
れ
る
医
療

﹁
在
宅
医
療
﹂

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に

誰
も
が
向
き
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
高
齢
化

　

日
本
の
総
人
口
が
減
少
す
る
中
、
65

歳
以
上
の
人
口
の
割
合
は
上
昇
を
続
け

て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
に
は
、
３
人

に
１
人
が
65
歳
以
上
、
５
人
に
１
人
が

75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
り
、
加
齢
に

伴
っ
て
複
数
の
疾
病
を
抱
え
た
り
、
医

療
と
介
護
の
両
方
を
必
要
と
す
る
人
が

増
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
の
計
画
に
よ
る
と
人
口

減
少
な
ど
を
見
据
え
て
、
入
院
に
必
要

な
病
床
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

家
族
や
自
分
自
身
が
、
治
る
見
込
み
が

な
い
病
気
に
な
っ
た
り
、
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
時
、
今
後
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
す
か
、
誰
も
が
向
き
合
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

最
期
の
時
を
ど
こ
で
過
ご
す
か

　
「
万
が
一
、
治
る
見
込
み
が
な
い
病

気
に
な
っ
た
ら
、
最
期
を
ど
こ
で
迎
え

た
い
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、

全
国
的
な
調
査
で
は
約
５
割
の
人
は

「
自
宅
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
市
が
行
っ
た
市
民
へ
の
聞

き
取
り
調
査
で
は
、「
自
宅
」
と
回
答

し
た
人
は
約
３
割
で
、「
医
療
機
関
」

と
回
答
し
た
人
の
方
が
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。（
図
１
）

自
宅
な
ど
で﹁
在
宅
医
療
﹂を

利
用
す
る

　

在
宅
医
療
と
は
、
自
宅
な
ど
の
生
活

の
場
に
医
師
や
看
護
師
が
訪
問
し
て
、

診
療
、
処
置
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

必
要
に
応
じ
て
薬
の
確
認
や
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
、
地
域
の
医

療
・
介
護
の
専
門
職
と
連
携
し
ま
す
。

（
図
２
）

受
け
ら
れ
る
医
療
・
看
護
の
内
容

　

在
宅
医
療
は
、
自
宅
や
施
設
な
ど
で

過
ご
し
て
い
て
、
通
院
が
難
し
い
人
が

対
象
で
す（
図
３
）。
年
齢
や
病
気
に
よ

る
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
に
が
ん
の

終
末
期
や
脳
卒
中
、
難
病
を
患
っ
て
い

る
人
が
多
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
保
険
の
適
用
に
よ
り
、
病
院
で

行
わ
れ
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
治
療
や

処
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
本
人
や
家
族

で
管
理
で
き
る
治
療
法
も
あ
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
が
あ
る
人
は
、
併
せ
て
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

利
用
に
向
け
て
よ
く
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

在
宅
医
療
を
利
用
し
て
自
宅
な
ど
で

過
ご
す
こ
と
が
、
全
て
の
人
に
と
っ
て

良
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
専
門
的
な
検

査
や
治
療
が
必
要
な
時
、
本
人
や
家
族

の
不
安
や
負
担
が
大
き
い
時
な
ど
は
、

入
院
や
施
設
入
所
を
選
択
す
る
方
が
良

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

在
宅
医
療
を
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、

本
人
や
家
族
の
状
況
を
踏
ま
え
、
病
院

の
相
談
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
よ

く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

切
れ
目
な
く
支
援
す
る

仕
組
み
づ
く
り

医
療
と
介
護  

連
携
の
課
題

　

帯
広
市
で
は
、
主
に
在
宅
で
療
養

す
る
患
者
を
支
援
す
る
「
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
」
の
数
が
、
全
国
平
均
よ
り

も
少
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
（
図
４
）。

ま
た
、
病
院
か
ら
距
離
が
離
れ
て
い
て
、

訪
問
診
療
や
往
診
に
対
応
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
（
医
師
に
よ
る
訪
問
診
療
・

往
診
可
能
な
距
離
は
原
則
片
道
16
キ
ロ

以
内
）、
在
宅
医
療
を
望
む
全
て
の
人

へ
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
ら
れ
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
医
療
と
介
護
の
連
携
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
」「
住
民
の
皆
さ
ん
の
望

み
を
か
な
え
る
た
め
に
必
要
な
対
応
策

は
何
か
」
に
つ
い
て
、
医
師
や
看
護
師

な
ど
の
医
療
職
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
介
護
職
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
や
市
職
員
が
定
期

的
に
集
ま
っ
て
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

正
し
く
理
解
し
、
思
い
を
伝
え
る

　

在
宅
医
療
は
、
皆
さ
ん
の
正
し
い
理

解
が
と
て
も
大
切
で
す
。
市
で
は
、
在

宅
医
療
の
現
状
や
今
後
の
見
通
し
を
お

知
ら
せ
し
、
そ
の
上
で
「
自
分
ら
し
い

最
期
」
に
つ
い
て
皆
さ
ん
が
考
え
る
機

会
を
持
て
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。「
時
々
入
院
し
て
も
い
い

け
れ
ど
、
最
期
ま
で
自
宅
で
過
ご
し
た

い
」
そ
の
よ
う
に
思
い
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
人
が
一
人
で
も
増
え
る
よ
う
、

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）

　
治
る
見
込
み
が
な
い
病
気
に
な
っ
た
時
や
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
時
、
今
後
を
ど
う
過
ご
し
た
い
で
す
か
。
多
く
の
人
が
病
院

で
最
期
の
時
を
迎
え
る
中
、
自
宅
な
ど
で
「
在
宅
医
療
」
を
利
用
し
て
過
ご
す
こ
と
を
選
択
す
る
人
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　町内会などの地域の集まりに職員が出向
いて、市の高齢化の現状や在宅医療の制度に
ついて紹介し、一人ひとりが望む「最期の過
ごし方」を考えるきっかけづくりをお手伝い
します。
　開催希望日の 30日前までに、健康推進課
に相談してください。費用は無料ですが、会
場は申込者が用意してください。

多職種で
療養生活を
支えます

訪問介護員

ケア
マネジャー

医師 歯科医師

薬剤師

看護師

理学
療法士

作業
療法士言語

聴覚士
歯科
衛生士

栄養士

医療
ソーシャル
ワーカー

地域包括
支援センター

行　政

　病院などの医療施設　　自宅　■子どもや親戚の家

平成24年度　内閣府
「高齢者の健康に関する
意識調査」
※55歳以上男女約2000人

帯広市出前健康講座での
聞き取り結果
（平成28年10月～平成29年3月）
※おおむね65歳以上男女834人

36.7%36.7%27.7%27.7%

54.6%54.6% 31.2%31.2%0.2%0.2%

1.1%1.1%

9.7%9.7%

8.5%8.5%

23.4%23.4%

■高齢者向けのケア付き住宅や福祉施設　■分からない

6.9%6.9%

自宅で
療養している患者で
通院が難しい人

医師が必置となっていない
施設の入所者などで
通院が難しい人

医療機関

在宅医療はどんな人が対象なの？

平成28年10月現在
地域医療情報システムより
（日本医師会）

全国
平均 11.43

帯広 2.36

在宅医療・介護ネットワーク会議の様子

「最 期の過ごし方」について
一緒に考えませんか

図１　「最期をどこで迎えたいですか」に対する回答

図２　在宅医療に関わる職種

図４　在宅療養支援診療所
（人口10万人当たりの施設数）

図３
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区分 保育所（園）名 乳 住　所 電　話
公 青葉保育所 ○ 西３南25-16 22・3453
私 あけぼの保育園 ○ 西25南１-14 37・3200
私 あじさい保育園 ○ 東９南19-１ 25・4510
公 あやめ保育所※１ ○ 西17南３-39 35・3527
私 稲田保育園 ○ 西15南40-２ 48・2206
私 おひさま保育園 ○ 東１南23-２ 24・1078
公 帯広保育所 ○ 東３南11-13 23・5429
私 帯広南町保育園 ○ 南の森東２-８ 48・6171
私 こでまり保育園 ○ 西14北２-１ 38・2324
私 栄保育園 ○ 西17北２-30 34・5238
私 さくら保育園 ○ 公園東町４-７ 22・1881
公 すずらん保育所 ○ 柏林台西町５-１ 36・2389
私 つばさ保育所 ○ 西22南３-13 33・6111
私 鉄南保育園 ○ 西９南14-２ 24・5059
私 ときわの森保育所 ○ 西16南５-22 35・4292
公 日赤東保育所 ○ 東10南８-１ 23・7415
公 ひばり保育所※２ ○ 西８北５-６ 24・2763
私 藤花保育園 ○ 西６南２-11 24・6702
公 豊成保育所 ○ 清流東１-７ 48・6630
公 松葉保育所 西23南１-129 37・5841
公 緑ヶ丘保育所 緑ケ丘東通東27 24・4449
私 みのり保育園 ○ 西22南４-11 33・7360
私 森の子保育園 ○ 大空町１-12 47・6670
私 やまびこ保育所 ○ 西19南４-32 33・9290
公 依田保育所 依田町５-４ 25・1002
私 012青い鳥保育園※３ ○ 西20南５-７ 41・5415
私 ひなたぼっこ保育園※３ ○ 西15北２-１ 67・6881

マイナンバーカードを使って（カードを読み取る IC カードリーダライタが必要）、自宅などのパソコンから認可保育所（園）の入所申し込みができる「子育
てワンストップサービス」の運用に向け、国が準備を進めています。サービスの開始については、国から案内があり次第、本紙などを通じてお知らせします。 

保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
の

入
所
申
し
込
み

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
入
所
申
し
込
み
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　

保
育
所（
園
）や
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー

は
、
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
、
出
産
な

ど
で
、
家
庭
で
子
ど
も
を
保
育
で
き
な

い
と
き
に
、
代
わ
っ
て
保
育
を
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
新
規
入
所
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
受
け
付

け
は
、
施
設
ご
と
の
受
付
日
に
行
う
の

で
、
入
所
案
内
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

入
所
案
内
は
、
こ
ど
も
課
と
各
保
育

所（
園
）、
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
、
川
西
・

大
正
支
所
で
配
布
し
ま
す
。

保
育
所
（
園
）【
表
１
】

対
象　

生
後
57
日
目
～
就
学
前
の
幼
児

（
０
歳
児
は
乳
児
保
育
実
施
保
育
所

（
園
）
の
み
）

受
付
日
時　

第
１
希
望
の
保
育
所（
園
）

の
受
付
日
の
９
時
～
17
時
（
各
保
育
所

（
園
）
の
受
付
日
は
、
入
所
案
内
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
）

へ
き
地
保
育
所
【
表
２
】

対
象　

へ
き
地
保
育
所
が
あ
る
地
域
に

在
住
の
満
１
歳
～
就
学
前
の
幼
児

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
の
７
時
45

分
～
18
時
に
、
利
用
し
た
い
保
育
所
へ

事
前
に
連
絡
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

将
来
、
小
規
模
特
認
校
（
清
川
・
愛

国
小
学
校
）
へ
の
通
学
を
希
望
す
る
場

合
は
、
清
川
・
愛
国
保
育
所
に
入
所
の

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
（
学
童
保
育
）

【
表
３
】

対
象　

小
学
生

受
付
期
間　

10
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
の
13
時
～

18
時
（
土
曜
日
は
７
時
45
分
～
18
時
）

に
各
通
学
区
域
の
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー

へ
事
前
に
連
絡
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
在
籍
児
童
に
つ
い
て
は
、

10
月
13
日
㈮
ま
で
の
受
け
付
け
で
す
。

　

分
室
が
設
置
さ
れ
て
い
る
児
童
保
育

セ
ン
タ
ー
は
、
住
所
や
学
年
な
ど
で
通

所
先
を
区
分
け
し
て
い
る
の
で
、
入
所

案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
日
に
申
し
込
み
が

で
き
な
い
と
き
は

　

へ
き
地
保
育
所
を
除
く
保
育
所
は
、

11
月
17
日
㈮
～
30
日
㈭
の
間
に
、
①
こ

ど
も
課
と
、
②
す
ず
ら
ん
保
育
所
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

場
所
・
時
間　

①
こ
ど
も
課
（
祝
日
を

除
く
月
～
土
曜
日
、
８
時
45
分
～
17
時

30
分
）、
②
す
ず
ら
ん
保
育
所
（
平
日
、

９
時
～
17
時
）

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
【
表
４
】

　

詳
細
は
各
幼
稚
園
な
ど
で
配
布
し
て

い
る
入
園
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入

園
の
受
け
付
け
は
、
11
月
１
日
㈬
に
各

幼
稚
園
な
ど
で
行
い
ま
す
。

※
認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と
保
育

所
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
施
設
で
す
。

こ
ど
も
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
５
８
）

　
入
所
案
内
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
（
園
）
は
10
月
２
日
㈪
か
ら
、
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
は
９
月
25
日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す
。
入

所
案
内
を
必
ず
確
認
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

表１　保育所（園）（50 音順）

公：公立保育所　私：私立保育所（園）　乳：乳児保育
※１　平成30年４月から、民間に移管します。
※２　平成31年４月から、民間移管を予定しています。
※３　０～２歳児のみ

表２　へき地保育所

表４　幼稚園・認定こども園 表３　児童保育センター（学童保育）

保育所名 住　所 電　話

川西保育所 川西町西２線59 59・2756

富士保育所 富士町西３線53 64・5877

清川保育所 清川町西２線125 60・2029

広野保育所 広野町西３線149 60・2612

ことぶき保育所 昭和町東１線108 64・5253

愛国保育所 愛国町基線37 64・4330

センター名 住　所 電　話
東 依田町１-１ 23・9373
柏 東７南９-１ 22・6373
柏分室 柏小学校内 080・8291・3195

光南 東７南21-１ 25・3837
光南分室 光南小学校内 080・8299・1570

青葉 西３南24-２ 22・6372
青葉分室 西６南22-１ 23・3617
北栄 西11南２-11

36・3673
北栄分室 北栄小学校内
栄 西17北１-44

34・9131
栄分室 栄小学校内
啓親 西14北７-４

35・6854
啓親分室 啓北小学校内
中央 西７南12-11 22・8539
花園 公園東町３-８ 27・2502
緑ケ丘 西14南17-１ 23・4923
第２緑ケ丘 西14南16-２ 21・8660
柏林台 柏林台南町６-１ 33・1153
柏林台分室 啓西小学校内 090・2872・9617

センター名 住　所 電　話
若葉 若葉小学校内 36・2259
若葉分室 わかば幼稚園内 34・9800
広陽 西19南３-20

33・5235
広陽分室 広陽小学校内
明和 西19南４-34

33・4640
明和分室 明和小学校内
西 西23南１-125 37・2755
開西 西22南３-14 34・3505
森の里 西22南４-12 35・1499
つつじが丘 西24南３-40 37・5040
豊成 清流西1-１ 48・3622
豊成分室 豊成小学校内 080・3233・6056

大空 大空小学校内 47・0411
稲田 西15南36-１ 48・9584
稲田分室 第二ひまわり幼稚園内 48・1360
大正 大正小学校内 64・2121
川西 川西小学校内 59・2130
広野 広野小学校内 60・2202
愛国 愛国町基線23-２ 64・4580
清川 清川町西２線128 60・2890

区分 園　名 住　所 電　話
認 帯広の森幼稚園 南町南８線46 48・8528
認 つつじが丘幼稚園 西25南３-９ 37・4000
幼 第一いずみ幼稚園 東10南13-１ 22・6818
幼 帯西幼稚園 西22南４-26 33・7628
認 帯広ひまわり幼稚園 西12南30-１ 48・5151
認 帯広第二ひまわり幼稚園 西15南41-11 48・1356
幼 帯広わかば幼稚園 西17南５-30 34・6606
幼 帯広幼稚園 西21南３-22 35・7122
幼 帯広聖公会幼稚園 西８南12-３ 24・3771
幼 つくし幼稚園 西16南28-３ 48・3663
幼 柏林台カトリック幼稚園 柏林台中町１-６ 34・4557
幼 帯広藤幼稚園 東４南14-１ 23・3604
幼 帯広東幼稚園 東３南７-１ 26・1570

幼：幼稚園　認：認定こども園

　すいせい保育所・児童保育センターでは、14時～翌
日１時まで保育しています。
対　　象…生後 57 日目～小学生
申込受付…詳細を入所案内で確認して、すいせい保育
所・児童保育センター（西２南６、☎ 22・3241）へ。

夜 間 の 保 育
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内　容 時　間 対　象

牛乳券 10 時～ 先着 200人

特製パン 11 時～ 小学生まで
先着 200 人

おみくじ
馬券

引換券配布
13 時～

（引き換え
14 時～）

先着 200 人
（未成年除く）

と
か
ち
ば
ん
馬
ま
つ
り

帯
広
競
馬
場
で
行
う
一
大
イ
ベ
ン
ト

帯
広
商
工
会
議
所
青
年
部
（
西
３
南
９
、
帯
広
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

内
、
☎
25
・
７
１
２
１
）、
ば
ん
え
い
振
興
室
（
西
13
南
９
、
帯
広
競
馬
場
内
、
☎

34
・
０
８
２
５
）

　
人
が
鉄
ソ
リ
を
引
い
て
競
う
「
人
間
ば
ん
馬
大
会
」
の
ほ
か
、
多
彩
な
飲
食
ブ
ー

ス
や
催
し
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

な
ど
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
の
２
日
間
で
す
。

日
時　

10
月
７
日
㈯
、
８
日
㈰
、
10
時

～
17
時

入
場
料　

無
料

家
族
で
楽
し
い
「
こ
ど
も
縁
日
」

　

射
的
、
千
本
釣
り
、
輪
投
げ
、
く
じ

引
き
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。
な
お
、
景

品
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

日
時　

両
日
10
時
～
17
時

食
の
イ
ベ
ン
ト
「
ど
さ
ん
こ
ダ
イ
ニ
ン

グ　

食
の
Ｂば

ん

ぱ

く

Ａ
Ｎ
博　

２
０
１
７
」

　

競
馬
場
ス
タ
ン
ド
南
側
に
、
約
30
店

の
飲
食
・
物
産
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
す
。

日
時　

両
日
10
時
～
17
時

ば
ん
馬
を
見
て
触
っ
て
学
ぶ　

　

大
人
気
の
ば
ん
馬
「
ミ
ル
キ
ー
号
」

と
「
キ
ン
グ
号
」
の
背
中
に
乗
っ
て
、

記
念
撮
影
が
行
え
ま
す
。
こ
の
他
、
馬

の
ひ
づ
め
を
守
る
蹄て
い
て
つ鉄
の
装そ
う
て
い蹄
実
演
や
、

専
門
家
に
よ
る
馬
の
体
の
仕
組
み
講
座

を
行
い
ま
す
。

◆
ば
ん
馬
と
の
触
れ
合
い

日
時　

両
日
10
時
～
17
時　

※
途
中
で

馬
の
休
憩
あ
り

◆
装
蹄
実
演　

日
時　

10
月
７
日
㈯
、
14
時
～
15
時

◆
馬
体
講
座　

日
時　

10
月
８
日
㈰
、
13
時
30
分
～
14

時お
得
な
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

来
場
者
に
先
着
で
「
特
製
パ
ン
」
や

牛
乳
券
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

地
域
資
源
で
あ
る
「
ば
ん
馬
」
の
文

化
を
大
勢
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
全

国
に
広
め
よ
う
と
、
地
域
の
経
済
人
な

ど
が
中
心
に
な
っ
て
帯
広
競
馬
場
で
開

催
さ
れ
る
「
と
か
ち
ば
ん
馬
ま
つ
り
」。

今
年
で
11
回
目
を
迎
え
た
、
毎
年
２
万

５
０
０
０
人
余
り
が
来
場
す
る
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

優
勝
賞
金
88
万
円
を
か
け
て
６
人
１

組
で
鉄
ソ
リ
を
引
く
「
ワ
ー
ル
ド
人
間

ば
ん
馬
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」、
多

方
面
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
集
結
す
る

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
ほ
か
、
ば
ん
馬
に
乗
っ
た
り
触
っ

た
り
で
き
る
「
ば
ん
馬
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
」、
こ
ど
も
縁
日
、
抽
選
会
、
北

海
道
の
味
覚
が
集
結
す
る
飲
食
ブ
ー
ス

　

日
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
、
空
気
が
乾

燥
す
る
秋
口
は
、
暖
房
器
具
を
使
う
機

会
が
増
え
る
こ
と
も
あ
り
、
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
災
の
発
生

を
未
然
に
防
い
で
、
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
10
月
15
日
～
31
日
の
間
「
秋
の

火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
こ

ん
ろ
な
ど
火
の
回
り
の
状
態
を
確
認
す

る
た
め
、
消
防
職
員
や
消
防
団
員
が
高

齢
者
な
ど
の
家
を
訪
問
し
ま
す
。ま
た
、

子
ど
も
の
火
遊
び
を
な
く
す
た
め
、
消

防
署
や
各
出
張
所
で
不
要
な
ラ
イ
タ
ー

を
回
収
す
る
ほ
か
、
女
性
消
防
団
「
桜

華
分
団
」
が
、「
子
ど
も
の
火
遊
び
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
防
火
演
劇
を
幼
稚
園
や

保
育
所
で
披
露
し
、
火
と
煙
の
恐
ろ
し

さ
を
伝
え
ま
す
。 帯

広
消
防
署
指
導
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・

９
１
３
１
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

問
い
合
わ
せ

火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に

消
防
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
２
０
１
７

　

消
防
署
を
一
般
開
放
し
て
、
消
火
、

救
急
、
通
報
体
験
な
ど
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
役
立
つ
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

住
警
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
や
は
し
ご
車

搭
乗
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
15
日
㈰
、
10
時
30
分
～
12

時
30
分

場
所　

消
防
庁
舎
（
西
６
南
６
）

子どもはもちろん大人も乗れます

楽しく消火体験してみよう

ばんえい本走路で世界一を争う「人間ばん馬」

多彩な飲食ブースが並ぶ「ど さんこダイニング」

来場者プレゼント（両日とも実施）

火元を離れる際は、絶対に火を消しましょ
う。また、住宅用火災警報器を正しく設
置・点検しましょう。

警報音に気付いた隣人
が119番通報しました。
消防隊がこんろの火を
止め、鍋の中身が焦げ
ただけで大事には至り
ませんでした。

室内の警報器が煙を感知④ ③

①②

こんろの消し忘れに注意！
昨年市内で発生した住宅火災で最も多い原因です

POINT

ピ
ー
ピ
ー

火
事
で
す

大変！
119番通報

も
くも

く

レッド宅 こんろ消し忘れ
その後…

住警レンジャーレッド宅

火
加
減
は

こ
れ
で
よ
し

誰
か
助
け
を

求
め
て
い
るす

ぐ
行
か
ね
ば

ピ
ー
ピ
ー

火
事
で
す

助
け
て
！
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各年度４月１日現在

各年度４月１日現在

人　　数

平成28年度 平成29年度 増　減

議 　 　 会 11 11 ０
総 　 　 務 175 177 ２
税 　 　 務 71 70 −１
労 　 　 働 ２ ２ ０
農 林 水 産 41 43 ２
商 　 　 工 36 37 １
土 　 　 木 137 148 11
民 　 　 生 227 229 ２
衛 　 　 生 92 92 ０
教 　 　 育 204 205 １
消 　 　 防 217 205 −12
水 　 　 道 55 56 １
下   水   道 21 21 ０
そ   の   他 65 68 ３
合　　計 1354 1364 10

10 月は不正軽油防止強化月間　軽油に重油や灯油を混ぜたり、灯油や重油から軽油を製造し販売・使用することは悪質な犯罪です。道は関係機関と連携し
て抜き取り調査などを強化します。不正軽油の話を見聞きしたときは連絡してください。　問不正軽油ストップ 110 番（フリーアクセス 0800・8002・110）

市
の
職
員
数
と
給
与

平
成
28
年
度
帯
広
市
人
事
行
政
の
運
営
状
況

職
員
数

　

行
財
政
改
革
や
業
務
の
見
直
し
を
通

し
て
、
適
正
な
職
員
数
維
持
に
努
め
て

い
ま
す
（
表
１
・
２
）。
ま
た
、
年
齢
構

成
の
平
準
化
や
技
術
継
承
の
た
め
、
計

画
的
な
採
用
と
定
年
退
職
者
の
再
任
用

制
度
※
１
を
活
用
す
る
ほ
か
、
今
後
の

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
、
任
期
付
職
員
制
度
※
２
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
採
用
と
退
職

　

平
成
28
年
度
の
職
員
採
用
者
数
は
80

人
で
正
規
職
員
が
49
人
、
再
任
用
職
員

が
29
人
（
う
ち
短
時
間
勤
務
が
8
人
）、

任
期
付
職
員
が
2
人
で
す
。

　

正
規
職
員
の
退
職
者
数
は
、
定
年
退

職
が
39
人
、
そ
の
他
の
理
由
の
退
職
が

18
人
で
す
。
再
任
用
職
員
の
任
期
満
了

に
よ
る
退
職
者
数
は
13
人
、
任
期
付
職

員
の
任
期
満
了
に
よ
る
退
職
者
数
は
5

人
で
す
。

給
与
制
度

　

給
与
制
度
は
、
毎
年
見
直
し
や
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
均
給
料
額
、
平
均
年
齢
な
ど

（
一
般
行
政
職
）　　
　
　
　
　
　
　
　

　

職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
内
容
と
責

任
に
応
じ
た
級
と
号
俸
か
ら
成
る
給
料

表
で
定
め
て
い
ま
す
。（
表
３
）

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
※
３

（
一
般
行
政
職
）

　

帯
広
市
は
平
成
28
年
度
が
1
0
0
・

5
で
、
平
成
27
年
度
か
ら
0
・
4
ポ
イ

ン
ト
増
え
ま
し
た
。

各
種
手
当

◇
退
職
手
当

・
定
年
退
職　

勤
続
25
年
の
場
合
は
34

・
58
月
分
、
勤
続
35
年
の
場
合
は
49
・

59
月
分
。
１
人
当
た
り
の
平
均
支
給
額

は
2
2
3
4
万
円
で
し
た
。

・
自
己
都
合
退
職　

勤
続
25
年
の
場
合

は
29
・
15
月
分
、
勤
続
35
年
の
場
合
は

41
・
33
月
分
。
１
人
当
た
り
の
平
均
支

給
額
は
1
3
6
0
万
円
で
し
た
。

◇
期
末
・
勤
勉
手
当

　

基
礎
額
（
給
料
月
額
に
扶
養
手
当
な

ど
と
役
職
加
算
額
※
４
を
加
え
た
額
）
に

区
分
ご
と
の
月
数
を
乗
じ
た
額
を
、
６

月
と
12
月
に
支
給
し
ま
す
。（
表
４
）

◇
そ
の
他
の
手
当

・
扶
養
手
当　

１
年
の
収
入
総
額
が

１
３
０
万
円
未
満
の
扶
養
親
族
の
あ
る

職
員
に
支
給
し
ま
す
。

　

国
の
制
度
と
同
様
に
、
配
偶
者
１
万

３
０
０
０
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親

族
１
人
に
つ
き
６
５
０
０
円
支
給
し
ま

す
。
満
16
歳
の
年
度
始
め
か
ら
満
22
歳

の
年
度
末
ま
で
の
子
１
人
に
つ
き
５
０

０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

・
通
勤
手
当　

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
通
勤
に
自
家
用
車
や
バ
ス
な
ど
を
利

用
し
て
い
る
職
員
に
対
し
、
通
勤
距
離

や
運
賃
の
額
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

・
住
居
手
当　

借
家
の
場
合
の
み
家
賃

額
に
応
じ
、
最
高
２
万
７
０
０
０
円
支

給
し
ま
す
。

・
時
間
外
勤
務
手
当　

正
規
の
勤
務

時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
職
員
に
支

給
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
支
給
額

は
、
支
給
職
員
１
人
当
た
り
平
均
月
額

２
万
５
６
８
９
円
で
し
た
。

　

他
に
、
管
理
職
手
当
・
単
身
赴
任
手

当
・
寒
冷
地
手
当
・
休
日
勤
務
手
当
・

市
立
高
等
学
校
教
員
に
支
給
す
る
特
殊

勤
務
手
当
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

職
員
給
与
費
決
算
額

　

給
与
費
は
、
毎
月
の
給
料
と
扶
養
手

当
や
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
の
諸
手
当
、

民
間
企
業
の
賞
与
に
あ
た
る
期
末
・
勤

勉
手
当
な
ど
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

決
算
額
は
市
長
と
副
市
長
、
監
査
委

員
、
公
営
企
業
管
理
者
、
教
育
長
の
給

与
を
含
め
た
金
額
で
す
。（
退
職
手
当

は
除
く
）（
表
５
）

人
件
費

　

人
件
費
に
は
、
職
員
の
給
与
・
退
職

手
当
・
共
済
費
の
事
業
主
負
担
分
の
ほ

か
、
市
議
会
議
員
や
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
支
払
う
報
酬
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
表
６
）

職
員
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
７
、
☎
65
・
４
１
０
８
）

　
市
職
員
の
数
や
給
与
、
勤
務
条
件
に
つ
い
て
、
公
平
性
や
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、「
帯
広
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

※
１　

再
任
用
制
度

　

定
年
退
職
し
た
職
員
な
ど
を
任
期
を

定
め
て
再
雇
用
し
、
公
務
で
培
っ
た
知

識
や
経
験
を
広
く
活
用
す
る
制
度
で
す
。

※
２　

任
期
付
職
員
制
度

　

専
門
性
を
必
要
と
す
る
業
務
や
期
間

が
限
定
さ
れ
る
業
務
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、
任
期
を
定
め
て
、
職
員
を
採
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

※
３　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　

一
般
行
政
職
に
つ
い
て
、
国
家
公
務

員
の
給
与
水
準
を
１
０
０
と
し
た
場
合

の
地
方
公
務
員
の
給
料
水
準
を
示
し
た

も
の
で
す
。

表２　級別職員構成

職員数は一般職に属する職員の数です。
短時間勤務の再任用職員は入っていません。

 (   )内は再任用職員の支給割合
※４　役 職加算額：給料月額×役職による加算５～ 20％

職員数は平成28年4月に給料を支給した職員の数（国保、介護、後期
高齢者医療、ば んえい会計分を除く）です。

表１　部門別職員数 各年度４月１日現在
単位：人

職務の級 標準的な職務
人数（構成比）

平成28年度 平成29年度
１級 係員 262（19％）260（19％）
２級 主任補および専門員 360（27％）383（28％）
３級 主任および主任専門員 230（17％）210（15％）
４級 係長および主査 249（18％）265（20％）
５級 課長補佐 107（８％）100（７％）
６級 課長 82（６％） 84（６％）
７級 企画調整監 36（３％） 33（３％）
８級 部長 28（２％） 29（２％）

合　　計 1354 1364

区　　　分 平成 28 年度 平成 29 年度
平均給料月額 30万 6100円 30万 4700円

平均年齢 40.3歳 40.7歳

初任給
大学卒 17万 6700円 17 万 8200 円
高校卒 14万 4600円 14 万 6100 円

表３　平均給料額、平均年齢など（一般行政職）

表４　期末・勤勉手当
区　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分
（0.65月分）

0.85月分
（0.40月分）

12 月期 1.375月分
（0.80月分）

0.85月分
（0.40月分）

合　計 2.60月分
（1.45月分）

 1.70月分
（0.80月分）

１人当たり
平均支給額

普通会計分　134 万 7000 円
企業会計分　134 万 3000 円

区　　　分 普通会計分 企業会計分
職員数（Ａ） 1240 人 77 人

給　　料 44 億 5771 万円 2 億 8092 万円
職員手当 10 億 5122 万円 5241 万円

期末・勤勉手当 16 億 7159 万円 1 億   341 万円
計（Ｂ） 71 億 8052 万円 4 億 3674 万円

１人当たりの給与費（Ｂ／Ａ） 579 万 742 円 567 万 1948 円

表５　職員給与費決算額

給
与
費

表６　人件費
区　　　分 普通会計分 企業会計分

歳出額（Ａ） 818 億 9850 万円 145 億 7046 万円
純損益または実質収支 ― 10 億 2877 万円

人件費（Ｂ） 110 億 54 万円 5 億 8017 万円
人件費率（Ｂ／Ａ） 13.4％ 4.0％

（参考）平成 27 年度人件費率 13.7％ 3.8％
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消費者問題の無料弁護士相談会　日 10 月 20 日（金）、13 時 30 分～ 15 時 30 分の間で１人 30 分間　定先着４人　場・申・問 10 月 13 日（金）までに、帯
広市消費生活アドバイスセンター（西４南 13、とかちプラザ内、☎ 22・8393）へ。　担当課安心安全推進課

　

毎
月
、
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
る

こ
の
「
広
報
お
び
ひ
ろ
」
は
、
視
覚
障

害
者
向
け
の
音
声
版
や
点
字
版
も
作
成

し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
音
声
版
「
声
の
広
報
お
び
ひ

ろ
」
の
作
成
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
帯
広
朗
読
研
究
会

「
な
す
の
会
」
の
皆
さ
ん
と
懇
談
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。「
音
訳
は
、
発

音
や
口
調
、
文
節
の
切
り
方
な
ど
、
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
違
い
で
、
言
葉
の

意
味
や
伝
わ
り
方
が
違
っ
て
く
る
も
の
。

そ
の
こ
と
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
聞

い
て
く
だ
さ
る
視
覚
障
害
者
の
方
々
を

思
い
な
が
ら
、
優
し
く
語
り
か
け
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
原
稿
を

読
み
上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
視
覚
障

害
者
に
と
っ
て
音
声
だ
け
で
は
理
解
し

に
く
い
と
思
わ
れ
る
言
葉
の
読
み
を
、

正
し
く
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
準

備
を
行
っ
た
上
で
、
発
声
の
細
部
に
至

る
ま
で
留
意
し
、「
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
」
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
る
。
そ

の
真し
ん

摯し

な
姿
勢
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
「
相
手
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
」

あ
る
い
は
「
自
分
の
言
葉
が
理
解
さ
れ

な
い
」「
伝
え
た
こ
と
が
誤
解
さ
れ
た
」

な
ど
、
言
葉
が
相
互
に
う
ま
く
伝
わ
ら

な
い
経
験
は
、
誰
も
が
お
持
ち
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
言
葉
は
、
互
い

の
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の
手
段
で
す

が
、
私
た
ち
の
考
え
方
や
価
値
感
が
人

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
よ
う
に
、
言
葉
の
使

い
方
や
受
け
止
め
方
も
多
様
で
す
。
同

じ
言
葉
や
表
現
で
も
、
相
手
を
喜
ば
せ

た
り
、
反
対
に
悲
し
ま
せ
た
り
、
時
に

怒
ら
せ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

相
手
の
立
場
を
思
い
や
り
、
尊
敬
語
、

謙
譲
語
、
丁
寧
語
を
使
い
分
け
て
き
た

日
本
人
で
す
が
、
最
近
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
に
あ
る
人
が
、
相
手
へ
の
配

慮
に
欠
け
る
主
張
や
相
手
を
傷
つ
け
る

発
言
を
し
た
と
の
報
道
が
目
に
つ
き
ま

す
。「
言
葉
は
心
の
使
い
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
日
常
の
心
の

あ
り
よ
う
が
言
葉
遣
い
に
自
然
と
表
れ

て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を
考
え
、

適
切
な
言
葉
や
表
現
で
、
相
手
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

だ
ろ
う
か
︱
」「
相
手
の
言
葉
の
意
図

を
的
確
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ

う
か
︱
」。
な
す
の
会
の
皆
さ
ん
の
姿

勢
と
も
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ
ん
な

思
い
に
至
り
ま
し
た
。

　

人
々
が
互
い
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、

心
が
通
じ
合
う
優
し
い
言
葉
や
心
地
よ

い
言
葉
で
、
互
い
に
元
気
や
明
る
さ
を

も
た
ら
す
会
話
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
ま

ち
。
外
か
ら
訪
れ
る
人
が
、
こ
の
地
域

に
暮
ら
す
人
た
ち
の
こ
う
し
た
会
話
か

ら
、
お
お
ら
か
さ
や
穏
や
か
さ
、
そ
し

て
品
格
を
感
じ
て
も
ら
え
る
十
勝
・
帯

広
に
な
る
と
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

言葉を伝える

夢かなうまち

 おびひろ

帯広市長　米沢 則寿

市長コラム

特
別
職
な
ど
の
給
料
・
報
酬
・

諸
手
当

　

市
長
や
副
市
長
と
い
っ
た
特
別
職
の

給
料
・
報
酬
は
、
市
内
の
公
共
的
団
体

の
代
表
者
な
ど
で
構
成
す
る
帯
広
市
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
の
報
告
な
ど
を
も

と
に
決
定
し
て
い
ま
す
。（
表
７
）

服
務
・
勤
務
条
件
・
職
員
研
修
な
ど

　

職
員
の
勤
務
条
件
は
、
地
方
公
務
員

法
に
基
づ
き
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団

体
の
職
員
と
の
間
に
バ
ラ
ン
ス
を
失
わ

な
い
よ
う
考
慮
し
な
が
ら
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
資
質

向
上
の
た
め
、
計
画
的
に
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

勤
務
時
間
と
休
憩

　

勤
務
時
間
は
１
日
７
時
間
45
分
、
１

週
間
38
時
間
45
分
で
す
。
休
暇
は
年
次

有
給
休
暇
・
病
気
休
暇
・
特
別
休
暇
（
産

前
産
後
・
忌
引
・
夏
季
休
暇
な
ど
）・

介
護
休
暇
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

年
次
有
給
休
暇
は
１
年
に
20
日
与
え

ら
れ
、
そ
の
年
に
使
用
し
な
か
っ
た
日

数
は
、
20
日
を
限
度
に
翌
年
に
繰
り
越

し
ま
す
。
平
成
28
年
の
職
員
１
人
当
た

り
の
平
均
取
得
日
数
は
８
・
８
日
で
し

た
。

服
務

　

市
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
こ
と
が

な
い
よ
う
、
職
員
に
対
し
て
倫
理
保
持
、

交
通
安
全
な
ど
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
が
営
利
企
業
な
ど
に
従
事
す
る

こ
と
は
制
限
さ
れ
ま
す
が
、
職
務
遂
行

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
、
許
可
を
受
け
従
事
で
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
の
投
開
票
事
務
な
ど
合
計
で
３
６
７

件
を
許
可
し
ま
し
た
。

勤
務
成
績
の
評
定

　

勤
務
成
績
の
評
定
は
条
件
附
採
用
職

員
（
新
規
採
用
職
員
）
の
正
式
採
用
時

や
昇
格
時
、
昇
給
時
、
期
末
・
勤
勉
手

当
の
支
給
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み

　

地
方
自
治
体
に
お
け
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
し
、
適
切
に
対
応
し
、
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
織
・
職
員
づ
く

り
の
た
め
に
、
人
材
育
成
推
進
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
必
要
な
能
力
開
発
、
意
識

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
研
修
受
講
者
数
は
、

新
規
採
用
職
員
研
修
や
役
職
別
の
基
本

研
修
が
１
４
４
０
人
、
特
別
研
修
が

１
０
４
４
人
、
専
門
研
修
機
関
や
先
進

地
な
ど
へ
の
派
遣
研
修
が
24
人
で
し
た
。

職
員
の
福
祉
と
利
益
の
保
護

　

職
員
の
福
利
厚
生
増
進
の
取
り
組
み

の
う
ち
、
共
済
事
業
な
ど
は
北
海
道
都

市
職
員
共
済
組
合
が
、
そ
の
他
の
事
業

の
一
部
は
、
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
帯

広
市
職
員
福
利
厚
生
会
が
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
職
員
の
人
間
ド
ッ

ク
受
診
と
定
期
健
康
診
断
の
再
検
査
に

係
わ
る
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
職
員
が
公
務
上
の
災
害

を
被
っ
た
場
合
の
救
済
を
目
的
と
し
た

公
務
災
害
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
災
害
件
数
は
、
公
務

災
害
が
10
件
、
通
勤
災
害
は
1
件
で
し

た
。

分
限
処
分
と
懲
戒
処
分

　

分
限
処
分
は
、
心
身
の
問
題
や
刑
事

事
件
で
の
起
訴
な
ど
に
よ
り
、
職
務
が

十
分
に
果
た
せ
な
い
場
合
に
、
公
務
の

能
率
維
持
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
心
身
の
問
題
で
、
16
人

が
分
限
処
分
（
休
職
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

懲
戒
処
分
は
、
職
員
の
義
務
違
反
に

対
し
、
道
義
的
責
任
を
問
い
、
公
務
遂

行
の
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
９
人
が
懲
戒
処
分

（
戒
告
２
件
、
減
給
６
件
、
停
職
１
件
）

に
な
り
ま
し
た
。

不
服
申
し
立
て
・
措
置
要
求

　

平
成
28
年
度
は
、
分
限
処
分
や
懲
戒

処
分
と
い
っ
た
不
利
益
処
分
に
対
す
る

職
員
か
ら
の
不
服
申
し
立
て
、
苦
情
相

談
、
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

表７　特別職などの給料・報酬・諸手当
市　長 副市長

給料月額 100万5000円 80万5000円

期末手当

寒冷地手当
（月額）

[11月～３月に支給 ]
世帯主で扶養親族がいる場合　　　２万6380円
世帯主で扶養親族がいない場合　　１万4580円

退職手当
（在職月数 1 月につき）

給料月額× 38.25
100

給料月額× 31.88
100

議　長 副議長 議　員
報酬月額 58万円 51万円 47万円

［6月期］2.075月 分 　　［12月期］2.225月分
（給料月額＋役職加算額）×期末手当月数　※役職加算額：給料月額× 20％
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未
来
に
伝
え
る
あ
そ
び
体
験「
ス
ペ
シ
ャ
ル

お
は
な
し
会
と
む
か
し
あ
そ
び
体
験
」

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

　

帯
広
図
書
館
友
の
会
お
ひ
さ
ま
に
よ

る
、
五
感
を
使
っ
た
遊
び
を
交
え
た
、

昔
話
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
・
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
を
行
う
。
時
間
は
い
ず

れ
も
11
時
～
11
時
40
分
。

イ
ベ
ン
ト

◆
百
年
記
念
館
会
場
（
緑
ケ
丘
２
）　

日
９
月
30
日
㈯

◆
児
童
会
館
会
場
（
緑
ケ
丘
２
）　

日
10
月
14
日
㈯

◆
図
書
館
会
場
（
西
2
南
14
）

日
11
月
３
日
㈷

ア
イ
ヌ
生
活
文
化
展

　

ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
な
儀
式
や
舞

踊
の
披
露
、
工
芸
品
な
ど
の
展
示
、
刺

し
ゅ
う
教
室
、
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
漫
才
、

伝
統
料
理
の
試
食
な
ど
。

日
10
月
１
日
㈰
、
10
時
～
15
時

場
生
活
館
（
柏
林
台
東
町
２
）

問
社
会
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・

４
１
４
６
）

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
・
申
・
問
９
月
26
日
㈫
～
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
帯
広
の
森
・

は
ぐ
く
ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎

日
10
月
29
日
㈰
、
9
時
30
分
～
13
時

定
先
着
15
人

◆
馬
と
一
緒
に
森
づ
く
り

　

開
拓
期
な
ど
に
行
わ
れ
て
い
た
、
馬

で
木
材
を
運
ぶ
「
馬ば

搬は
ん

」
や
、
森
に
親

し
む
体
験
を
す
る
。

日
11
月
５
日
㈰
、
10
時
～
12
時

定
先
着
30
人

第
62
回
岩
内
仙
峡
も
み
じ
ま
つ
り

　

紅
葉
の
名
所
「
岩
内
仙
峡
」
で
味
覚

コ
ー
ナ
ー
や
野
菜
の
つ
か
み
取
り
な
ど

の
ほ
か
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。

日
10
月
８
日
㈰
、
10
時
～
14
時
15
分

場
岩
内
仙
峡
。
雨
天
時
は
川
西
農
業
者

研
修
セ
ン
タ
ー
（
川
西
町
西
２
）

問
帯
広
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
西
２
南
12
、
エ
ス
タ
東
館
、
☎
22
・

８
６
０
０
）、
観
光
課
（
市
庁
舎
７
階
、

☎
65
・
４
１
６
９
）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

耕地防風林の植栽を支援します　耕地防風林は、風害から耕地を保護し、農作物の増収や品質向上に役立つほか、十勝の美しい農村景観の形成にも
寄与しています。耕地防風林を造成するため、苗木代を助成しています。詳細は問い合わせください。　問農村振興課（市庁舎７階、☎ 65・4173）

66
・
６
２
０
０
）
へ
。

◆
森
の
音
楽
会

　

秋
の
森
で
行
う
吹
奏
楽
の
野
外
演
奏

会
。
木
の
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
作
り
体
験
も

あ
り
。

日
10
月
8
日
㈰
、
10
時
～
12
時
30
分
。

雨
天
時
は
、
９
日
㈷
へ
順
延

◆
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

帯
広
の
森
の
見
ど
こ
ろ
を
巡
り
な
が

ら
、
秋
の
森
の
園
路
を
歩
く
。

日
10
月
22
日
㈰
、
10
時
～
12
時

定
先
着
30
人

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
鳥
編
）

　

森
に
住
む
鳥
類
の
生
態
と
、
森
の
関

わ
り
に
つ
い
て
学
ぶ
。

日
10
月
28
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
10
人

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
ほ
乳
類
編
）

　

大
熊
勲
氏
（
森
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
も

り
と
も
！
）
を
講
師
に
、
森
で
暮
ら
す

ほ
乳
類
の
生
態
、
観
察
手
法
に
つ
い
て

学
ぶ
。

日
10
月
28
日
㈯
、
13
時
～
15
時

定
先
着
10
人

◆
間
伐
と
ペ
レ
ッ
ト
作
り

　

間
伐
体
験
を
し
て
、
出
た
木
材
を
ペ

レ
ッ
ト
に
加
工
し
、
そ
れ
を
燃
や
し
て

簡
単
な
料
理
を
作
る
。

帯広市からの

お知らせ
10月

市役所代表
☎24・4111、F23・0151
市役所本庁舎業務時間
月～金曜日 8時45分～17時30分
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載のない
ものは、参加無料ですので当日会場
へ直接お越しください。
　詳しい内容は、担当課へ問い合わ
せください。（施設ごとに業務時間が
異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」
①イベント・教室名
　（希 望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限
必着で１人（組）１通。直接窓口で申し
込む場合は、返信用のはがきをお持ち
ください。

帯広市からの

お知らせ
10月

Information

のこぎりで上手に切れるかな

　まき割りや間伐体験、たき火パン作り、
落ち葉のプールなど、森を満喫する、年に
一度の大イベント。小学生以下は保護者同伴。
日 10 月 15 日（日）、10 時～ 15 時
場・問帯広の森・はぐくーむ（南町南９線
49、☎ 66・6200）

　カボチャを彫り、森のハロウィーン会場に飾る
ジャック・オー・ランタンを作る。森のハロウィー
ン 2017 終了後、持ち帰り可。
対中学生以下と保護者
日 10 月 28 日（土）、15 時～ 17 時
定抽選 10 組
申９月 23 日（祝）～ 10 月 20 日（金）
までに、森の交流館・十勝へ。

　仮装コンテストや、スタンプラリー、絵本の読
み聞かせ、工作などを行う。
対中学生以下。小学４年生以下は保護者同伴
日 10 月 29 日（日）、① 10 時～ 12 時 30 分、② 13 時
30 分～ 15 時 30 分

場・問森の交流館・十勝（西 20 南６、☎ 34・0122）

仮装していろんなブースを楽しもう

森のハロウィーン
パーティー

森のパンプキンカーヴィング

森のハロウィーン2017

はぐくーむ秋まつり
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５
３
５
２
）

◆
ロ
ビ
ー
展「
ま
ち
な
か
風
景
写
真
展
」

　

市
街
を
撮
影
し
た
写
真
資
料
か
ら
、

暮
ら
し
の
移
り
変
わ
り
を
紹
介
。

日
10
月
６
日
㈮
～
11
月
５
日
㈰
、
９
時

～
17
時
30
分

場
百
年
記
念
館

◆
第
２
回
懐
か
し
き
昭
和
の
歌
謡
と
洋

楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

昭
和
の
懐
か
し
い
歌
謡
曲
や
洋
楽
の

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
10
月
７
日
㈯
、
13
時
30
分
～
15
時

場
百
年
記
念
館

◆
陶
芸
サ
ー
ク
ル
展

　

百
年
記
念
館
で
活
動
し
て
い
る
帯
広

陶
芸
会
、
十
勝
陶と

む夢
の
会
、
帯
広
銀ぎ
ん
と
う陶

会
、
サ
ー
ク
ル
・
ポ
タ
リ
の
作
品
展
示
。

日
10
月
12
日
㈭
～
22
日
㈰
、
９
時
30
分

～
16
時
30
分
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

場
百
年
記
念
館

◆
川
西
・
大
正
・
帯
広
合
併
60
周
年
記

念
写
真
展
（
出
張
展
示
・
大
正
編
）

　

大
正
地
区
を
中
心
に
、
大
正
時
代
か

ら
昭
和
60
年
頃
ま
で
を
振
り
返
る
写
真

展
。

日
10
月
13
日
㈮
～
11
月
１
日
㈬
、
９
時

～
22
時

場
大
正
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
大
正
本
町
西
１
）

ち
く
だ
い
馬
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

　

帯
広
畜
産
大
学
の
馬
に
関
わ
る
取
り

組
み
の
紹
介
を
通
じ
、
馬
と
人
と
の
関

係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

日
10
月
７
日
㈯
、
12
時
30
分
～
16
時

場
帯
広
畜
産
大
学
（
稲
田
町
西
２
）

問
帯
広
畜
産
大
学
畜
産
フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
セ
ン
タ
ー
馬
介
在
活
動
室
（
☎
49
・

５
３
１
２
）

HPh
ttp

://w
w

w
.o

b
ih

iro
.ac.jp

/~
um

akaizai/index.htm
l

担
当
課
政
策
室

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
２
４
３
４
）

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
10
月
１
日
㈰
、
10
時
～
12
時

◆
野
草
園 

秋
の
散
策
会

　

野
草
園
運
営
委
員
の
案
内
で
、
秋
の

園
内
を
散
策
す
る
。

日
10
月
７
日
㈯
、
10
時
～
12
時

場
野
草
園
（
緑
ケ
丘
２
）

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
10
月
14
日
㈯
、
10
時
～
12
時

◆
き
ら
き
ら
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
10
月
14
日
㈯
、
14
時
～
15
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室

　

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
に
つ
い
て
学
び
、
石

膏こ
う

で
レ
プ
リ
カ
を
作
る
。

対
小
学
３
～
６
年
生
と
保
護
者

日
10
月
15
日
㈰
、
①
13
時
30
分
～
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
～
15
時
40
分

◆
星
の
観
察
会
「
月
を
み
よ
う
～
月
面

Ｘ
を
探
せ
！
～
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
良

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
10
月
27
日
㈮
、
18
時
45
分
～
20
時
30

分◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室

　

ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
、
好
き

な
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
10
月
28
日
㈯
、９
時
30
分
～
11
時
30
分

定
先
着
50
人

百
年
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

動
物
園
の
イ
ベ
ン
ト

問
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・
２
４

３
７
）

◆
未
来
の
動
物
園
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
ｉ
ｎ
お
び
ひ
ろ
（
市
民
大
学
講
座
第

29
集
）

　

若わ
こ
う生
謙
二
氏（
大
阪
芸
術
大
学
教
授
）

を
講
師
に
、「
世
界
の
動
物
園
か
ら
み

た
、
お
び
ひ
ろ
の
動
物
園
の
可
能
性
」

と
題
し
た
講
演
会
と
、
パ
ネ
ル
ト
ー
ク

を
行
う
。

日
10
月
15
日
㈰
、
13
時
30
分
～
15
時
45

分場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
１
５
０
人

申
10
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
申
込
用
受
付

サ
イ
ト
、
ま
た
は
電
話
で
動
物
園
へ
。

◆
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
！
～
動
物

た
ち
に
秋
の
味
覚
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
～　

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
、
飼
育
動
物
に
カ

ボ
チ
ャ
な
ど
を
給
餌
す
る
。
ゾ
ウ
、
エ

ゾ
シ
カ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
を
予
定
。

　

給
餌
時
間
は
当
日
、
動
物
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
正
門
・
南
門
に
あ
る
ス
ポ
ッ

ト
ガ
イ
ド
予
定
表
で
発
表
。

日
10
月
29
日
㈰

場
動
物
園

帯
広
の
歴
史
探
訪

問
文
化
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・

４
２
０
９
）

◆
ぶ
ら
り
帯
広
・
文
化
財

　

学
芸
員
と
市
内
を
散
策
し
て
、
指
定

文
化
財
や
歴
史
的
建
造
物
を
巡
る
。
百

年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
）
集
合
、
解
散
。

日
10
月
15
日
㈰
、
９
時
～
12
時

定
先
着
20
人

費
１
０
０
円

申
10
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
で
文
化

課
へ
。

◆
十
勝
鉄
道
蒸
気
機
関
車
・
客
車
公
開

　

十
勝
鉄
道
の
蒸
気
機
関
車
と
客
車
の

内
部
を
公
開
。

日
10
月
15
日
㈰
、
10
時
～
15
時

場
西
７
南
20
、
と
て
っ
ぽ
通
り

ゆ
っ
た
り
語
り
に
耳
を
傾
け
る

ひ
と
と
き

　

第
１
部
は
幼
児
・
児
童
を
、
第
２
部

は
小
学
生
高
学
年
以
上
を
対
象
に
、
日

本
や
世
界
の
昔
話
か
ら
創
作
話
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
お
話
を
語
る
。

日
10
月
15
日
㈰
、
13
時
30
分
～
15
時
30

分場
・
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）

市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南

11
、
☎
23
・
８
１
１
１
）

◆
木
管
五
重
奏
が
語
る　

音
楽
も
の
が

た
り
「
ピ
ー
タ
ー
と
お
お
か
み
」

　

子
ど
も
向
け
の
、
語
り
と
木
管
楽
器

の
演
奏
。

日
10
月
20
日
㈮
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
５
６
０
人

◆
古
楽
器
に
よ
る
ヘ
ン
デ
ル
「
メ
サ
イ

ア
」
帯
広
演
奏
会

　

ヘ
ン
デ
ル
の
時
代
の
音
色
を
再
現
し
、

キ
リ
ス
ト
の
生
誕
、
受
難
、
復
活
を
表

し
た
総
勢
１
２
０
人
の
合
唱
。
チ
ケ
ッ

ト
は
市
民
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
で
販
売
。

日
10
月
22
日
㈰
、
15
時
～
17
時

費
一
般
３
５
０
０
円
（
前
売
り
券
３
０

０
０
円
）、
高
校
生
以
下
２
０
０
０
円

（
前
売
り
券
１
５
０
０
円
）

◆
高
田
泰
治
チ
ェ
ン
バ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

　
「
メ
サ
イ
ア
」
出
演
者
、
高
田
泰
治

に
よ
る
チ
ェ
ン
バ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
。
チ

ケ
ッ
ト
は
市
民
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
で
販

売
。（「
メ
サ
イ
ア
」と
の
通
し
券
あ
り
）

日
10
月
23
日
㈪
、
19
時
～
21
時

費
一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

１
０
０
０
円

第
48
回
お
び
ひ
ろ
菊
ま
つ
り

　

丹
精
込
め
て
育
て
た
大
輪
の
菊
が
並

ぶ
「
菊
花
展
」
や
、「
菊
と
蝶
チ
ョ
ウ
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
総
合
花
壇
が
見
ど
こ
ろ
。
和

の
風
情
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

や
味
覚
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
。

日
10
月
28
日
㈯
～
11
月
１
日
㈬
、
９
時

～
17
時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
の
ま
つ
り
推
進
委
員
会
（
西
２

南
12
、
エ
ス
タ
東
館
、
☎
22
・
８
６
０

０
）、
観
光
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・

４
１
６
９
）

保
存
樹
木
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

　

市
の
保
存
樹
木
を
中
心
に
市
内
の
歴

史
あ
る
樹
木
を
バ
ス
で
巡
り
、
樹
木
の

特
性
や
歴
史
を
学
ぶ
。
雨
天
中
止
、
少

雨
決
行
。
市
庁
舎
集
合
、
解
散
。

日
10
月
24
日
㈫
、
９
時
30
分
～
16
時

定
先
着
30
人
（
初
参
加
者
優
先
）

申
・
問
10
月
２
日
㈪
～
16
日
㈪
ま
で
に
、

み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎ 

65
・

４
１
８
６
）
へ
。

み
な
み
の
風
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
内
の
小
学
生
・
高
校
生
が
出
演
す

る
、
吹
奏
楽
・
合
唱
・
よ
さ
こ
い
な
ど

親
子
で
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
入
場

に
は
市
内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
な
ど
で
配
布
の
整
理

券
が
必
要
。

日
10
月
28
日
㈯
、
10
時
～
11
時

場
帯
広
北
高
等
学
校（
稲
田
町
基
線
８
）

問
子
育
て
支
援
課
（
☎
25
・
９
７
０
０
）

森
の
茶
会
～
冬
～

　

外
国
人
向
け
に
、
日
本
の
文
化
を
紹

介
す
る
お
茶
会
を
開
催
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
外
国
人
、
市
内
在

住
の
中
学
生
以
上

日
11
月
12
日
㈰
、
お
茶
会
体
験
10
時
～

11
時
50
分
、
お
点
前
体
験
13
時
～
14
時

30
分

定
外
国
人
先
着
50
人
、
日
本
人
先
着
10

人費
日
本
人
の
み
、
お
茶
会
体
験
３
０
０

円
、
お
点
前
体
験
５
０
０
円

場
・
申
・
問
10
月
31
日
㈫
～
11
月
10
日

㈮
ま
で
に
、
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西

20
南
６
、
☎
34
・
０
１
２
２
）
へ
。

帯
広
市
わ
か
ば
会

「
第
29
回
生
き
活
き
ふ
れ
あ
い
祭
」

　

高
齢
者
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
の
会
員

と
、
保
育
園
児
た
ち
に
よ
る
芸
能
発
表
。

日
10
月
19
日
㈭
、
10
時
～
15
時
10
分

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

問
生
涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
１
９
２
）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

国民年金保険料の納付案内を行っています　日本年金機構が委託した民間事業者のアイヴィジットから、保険料が未納になっている人に対して、文
書や電話・訪問による納付案内を行っています。　問アイヴィジット（☎ 0570・021・781）、帯広年金事務所（西１南１、☎ 25・8113）

多種多様で見事な菊が楽しめる

申込用受付サイト
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日
▽
11
月
11
日
㈯
、
14
時
～
17
時
▽
12

日
㈰
、
９
時
～
17
時
▽
19
日
㈰
、
９
時

～
17
時
、
全
３
回

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

費
１
７
０
０
円

申
込
期
間
10
月
11
日
㈬
～
11
月
10
日
㈮

動
物
園
の
講
座
・
教
室

場
・
申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
①
は
電

話
で
動
物
園
へ
、
②
③
は
郵
便
は
が
き

に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
12
頁
）
を

書
い
て
、
動
物
園
（
〒
080
・

0846
帯
広
市

緑
ケ
丘
２
番
地
、
☎
24
・
２
４
３
７
）

へ
。
当
選
者
に
は
別
途
通
知
す
る
。

①
お
び
ｚズ

ー
ｏ
ｏ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ

　

飲
み
物
を
片
手
に
飼
育
員
の
話
を
聞

く
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
。
テ
ー
マ
は
「
ゾ
ウ

の
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
特
別
編
」
で
す
。

日
10
月
22
日
㈰
、13
時
30
分
～
14
時
30
分

定
先
着
30
人

申
込
期
間
10
月
１
日
㈰
～
21
日
㈯

②
中
高
生
の
１
日
飼
育
係

　

動
物
の
飼
育
体
験
後
、
獣
医
師
の
仕

事
の
見
学
な
ど
を
行
う
。

対
中
学
生
・
高
校
生

日
11
月
４
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
抽
選
４
人

申
込
期
間
10
月
５
日
㈭
～
19
日
㈭

③
秋
の
裏
側
探
検
隊

　

閉
園
中
の
動
物
た
ち
の
様
子
を
、
飼

育
員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
観
察
し
て

回
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
。
今
回
は
、
キ
リ

ン
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
、
ゾ
ウ
、
ア
シ

カ
で
す
。

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
郵
便

は
が
き
１
枚
で
１
組
申
し
込
み
可
能
。

グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、「
申
込
時
の
記

載
事
項
」
の
ほ
か
に
参
加
者
全
員
の
氏

名
、
年
齢
を
追
記
。

日
11
月
11
日
㈯
、
14
時
～
15
時
30
分

定
抽
選
45
人

申
込
期
間
10
月
12
日
㈭
～
26
日
㈭

家
庭
か
ら
出
る
剪せ
ん
て
い定
枝
を
無
料
で

受
け
入
れ
ま
す

　

庭
木
の
剪
定
な
ど
で
市
内
各
家
庭
か

ら
出
る
枝
（
太
さ
10
セ
ン
チ
未
満
）
を
、

無
料
で
受
け
入
れ
ま
す
。
持
ち
込
ま
れ

た
枝
は
、
大
型
破
砕
機
で
チ
ッ
プ
化
し

た
後
、
家
畜
の
敷
料
や
堆
肥
と
し
て
有

効
活
用
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
者
で
、
乗
用
車
や
軽
ト

ラ
ッ
ク
で
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
人

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
以
外
の
ト
ラ
ッ
ク
や
事

業
者
に
よ
る
持
ち
込
み
は
不
可
）

日
11
月
11
日
㈯
、
10
時
～
15
時

場
帯
広
の
森
（
西
22
南
５
）

問
み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎ 

65
・
４
１
８
６
）

講
座
・
教
室

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
博
物
館
講
座
「
と
て
っ
ぽ
通
り
の
機

関
車
と
客
車
の
系
譜
」

　

持
田
誠
氏
（
浦
幌
町
立
博
物
館
学
芸

員
）
を
講
師
に
、
十
勝
鉄
道
保
存
車
両

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
鉄
道
文
化
財
の

抱
え
る
課
題
と
未
来
を
考
え
る
。

日
10
月
14
日
㈯
、
14
時
～
16
時

※
安
全
の
た
め
、
開
場
時
間
前
に
道

路
上
に
並
ぶ
こ
と
は
禁
止
し
ま
す
。

※
午
前
中
は
大
変
混
み
合
う
た
め
、

午
後
の
来
場
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
博
物
館
講
座
「
ア
イ
ヌ
か
ら
見
た
和

人
、
和
人
か
ら
見
た
ア
イ
ヌ

-

ア
イ
ヌ

民
族
社
会
と
伝
統
文
化
の
仕
組
み

-

」

　

丹た
ん
ぎ
く菊
逸い
つ

治じ

氏（
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・

先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を
講
師
に
、

ア
イ
ヌ
民
族
か
ら
見
た
和
人
、
和
人
か

ら
見
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
姿
を
分
か
り
や

す
く
解
説
。

日
10
月
21
日
㈯
、
14
時
～
16
時

緑
の
健
康
講
習
会

堆
肥
づ
く
り

　

緑
の
健
康
診
断
員
を
講
師
に
、
落
ち

葉
を
用
い
た
堆
肥
づ
く
り
を
学
ぶ
。

日
10
月
28
日
㈯
、
13
時
30
分
～
15
時

定
先
着
40
人

場
・
申
・
問
10
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
み
ど
り
と
花
の
セ
ン
タ
ー
（
緑
ケ

丘
２
、
☎
21
・
３
１
７
２
）
へ
。

初
め
て
の
パ
ン
と
ケ
ー
キ
作
り

教
室（
３
カ
月
コ
ー
ス
）

　

３
回
の
講
習
で
お
い
し
い
パ
ン
と

ケ
ー
キ
作
り
を
学
ぶ
。

日
10
月
20
日
㈮
、
11
月
17
日
㈮
、
12
月

15
日
㈮
、
全
３
回
、
10
時
～
12
時
30
分

定
先
着
10
人

費
６
４
８
０
円

場
・
申
・
問
10
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
12
頁
）を
書
い
て
、
帯
広
市
都
市
農
村

交
流
セ
ン
タ
ー
サ
ラ
ダ
館
（
〒
080
・

2472

西
22
条
南
６
丁
目
６
、
☎
36
・
８
０
９

５
）
へ
。

み
そ
造
り
教
室

　
「
畑
の
キ
ッ
チ
ン
お
び
ひ
ろ
」
の
会

員
を
講
師
に
、
４
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
そ

を
作
る
。「
麹
お
こ
し
」
体
験
を
希
望

す
る
人
は
、
申
し
込
み
時
に
電
話
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
11
月
10
日
㈮
、
10
時
～
12
時

場
川
西
農
業
者
研
修
セ
ン
タ
ー
（
川
西

町
西
２
）

定
先
着
20
人

費
２
５
０
０
円

申
・
問
10
月
10
日
㈫
～
27
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
農
政
課
（
川
西
町
基
線
61
、
☎

59
・
２
３
２
３
）
へ
。

チ
ー
ズ
作
り
体
験
研
修

（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）　

　

地
場
産
の
生
乳
を
使
っ
た
加
工
体
験
。

日
①
10
月
21
日
㈯
、
②
11
月
４
日
㈯
、

い
ず
れ
も
10
時
～
16
時

定
各
先
着
10
人

費
各
３
０
０
０
円

場
・
申
・
問
①
10
月
13
日
㈮
、
②
27
日

㈮
ま
で
に
、
電
話
で
畜
産
物
加
工
研
修

セ
ン
タ
ー
（
八
千
代
町
西
４
線
、
☎

60
・
２
５
１
４
）
へ
。

プ
ラ
ザ･

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
11

月
講
座
。
各
講
座
、
全
５
回
。

対
高
校
生
以
上

日
11
月
１
日
～
17
日
の
各
曜
日
、
▽
午

前
の
部
10
時
～
12
時
▽
午
後
の
部
13
時

30
分
～
15
時
30
分
▽
夜
間
の
部
18
時
30

分
～
20
時
30
分

定
各
先
着
20
人

費
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

場
・
申
・
問
10
月
５
日
㈭
～
24
日
㈫
ま

で
に
、
直
接
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南

13
、
☎
22
・
７
８
９
０
）
へ
。

赤
十
字
資
格
講
習
・
研
修

定
各
先
着
30
人

申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
直
接
社
会
課

（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４
６
）
へ
。

◆
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

な
ど
、
応
急
手
当
て
を
学
ぶ
。

対
15
歳
以
上

日
①
10
月
21
日
㈯
、
13
時
～
17
時
、
②

11
月
11
日
㈯
、
９
時
～
13
時

場
①
帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
（
南
町
南

７
線
56
）、
②
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公

園
東
町
３
）

費
各
１
５
０
０
円

申
込
期
間
①
10
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮
、

②
10
月
11
日
㈬
～
11
月
10
日
㈮

◆
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ
養
成

講
習
会

　

水
辺
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
実
技
中

心
の
講
習
。
申
込
時
に
赤
十
字
救
急
法

基
礎
講
習
認
定
証
を
持
参
。

対
救
急
法
基
礎
講
習
認
定
証
を
持
つ
15

歳
以
上
で
、
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
泳

ぐ
こ
と
が
で
き
る
人

日
▽
10
月
21
日
㈯
、
18
時
～
21
時
▽
22

日
㈰
、
13
時
～
21
時
▽
11
月
４
日
㈯
、

18
時
～
21
時
▽
５
日
㈰
、
13
時
～
21
時
、

全
４
回

場
帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
（
南
町
南
７

線
56
）

費
７
０
０
円

申
込
期
間
10
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

◆
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

　

救
急
員
の
資
格
取
得
を
目
指
す
。
申

込
時
に
救
急
法
基
礎
講
習
認
定
証
を
持

参
。

対
15
歳
以
上
の
救
急
法
基
礎
講
習
認
定

証
を
持
っ
て
い
る
人

生
活
館
の
講
座
・
教
室

場
生
活
館
（
柏
林
台
東
町
２
）

申
・
問
10
月
16
日
㈪
～
31
日
㈫
ま
で

に
、
文
化
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・

４
２
０
９
）
へ
。

◆
薬
膳
ア
イ
ヌ
料
理
実
習
体
験
会　

　

ア
イ
ヌ
料
理
を
作
り
、
試
食
す
る
。

対
小
学
生
以
上
。
小
学
生
は
保
護
者
同

伴日
11
月
５
日
㈰
、
10
時
～
14
時

定
先
着
30
人

費
１
０
０
円

◆
ア
イ
ヌ
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
自
然
素

材
を
活
用
し
な
が
ら
実
践
的
に
学
ぶ
体

験
事
業　

　

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
生
活
用
具
、
キ

ナ
（
ご
ざ
）
を
編
む
。

対
中
学
生
以
上

日
11
月
12
日
～
12
月
10
日
の
日
曜
日
、

全
５
回
、
13
時
～
16
時

定
先
着
30
人

森
の
交
流
館
・
十
勝
の
講
座

場
・
申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
森
の

交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南
６
、
☎
34
・

０
１
２
２
）
へ
。

◆
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　

通
訳
案
内
士
を
講
師
に
、
案
内
士
業

務
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
。

対
英
検
２
級
以
上
の
英
語
力
が
あ
る
人

で
、
十
勝
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
協
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
が
で
き
る
人

日
11
月
２
日
㈭
、
９
日
㈭
、
16
日
㈭
、

い
ず
れ
も
19
時
～
20
時
30
分

費
各
５
０
０
円

申
込
期
間
10
月
３
日
㈫
～
各
開
催
日
当

日
、
９
時
～
17
時

◆
は
じ
め
て
の
通
訳
者
講
座

　

会
議
通
訳
者
を
講
師
に
、
通
訳
業
の

内
容
や
、
プ
ロ
へ
の
道
な
ど
を
語
る
。

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

特定医療費（指定難病）受給者証などの更新申請について　医療受給者証をお持ちで、有効期限が平成 29 年 12 月 31 日（日）までの人は更新手続きをし
てください。　更新受付期間 10 月２日（月）～ 12 月 28 日（木）　問帯広保健所健康推進課保健係（東３南３、十勝合同庁舎、☎ 27・8637）

講　座　名 日　程

パソコン入門（年賀状作成裏面）毎
週
火
・
木

午前

楽しくエクセル① 午後

差し込み印刷・住所録管理 夜間

パソコンで年賀状（筆まめ） 毎
週
水
・
金

午前

楽しくワード② 午後

就職や進学にも！
資格・スキルアップ　 エクセル① 夜間

南商業
高校
南商業
高校

サラダ館

森の里小
春駒通南４線

南５線

西 22 南５

受
け
入
れ

場
所

中
島
通（アル

バ
ータ通

）

中
島
通（アル

バ
ータ通

）

剪定枝の受け入れについて
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健
康
・
福
祉

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
０
１
、
Ｆ
25
・

９
７
０
３
）
へ
。
手
話
・
要
約
筆
記
通

訳
の
希
望
者
は
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
羊
毛
工
芸
講
座
～
ニ
ー
ド
ル
フ
ェ
ル

ト
で
つ
く
る
ク
リ
ス
マ
ス

　

羊
毛
を
特
殊
な
針
で
つ
つ
い
て
、
ふ

わ
ふ
わ
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

日
11
月
１
日
㈬
、
10
時
～
12
時

定
先
着
16
人

費
６
０
０
円

申
込
期
間
10
月
３
日
㈫
～
19
日
㈭

◆
聴
覚
障
害
者
学
級
～
絵
手
紙
講
座
～

　

手
作
り
の
素
朴
で
温
か
い
絵
手
紙
を

作
る
。

対
市
内
在
住
の
聴
覚
障
害
者
手
帳
を
持

つ
人

日
11
月
12
日
㈰
、
10
時
～
12
時

定
先
着
16
人

費
３
０
０
円

申
込
期
間
10
月
30
日
㈪
～
11
月
８
日
㈬

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
問
特
に
記
載
が
な
い
も
の
は
、
子

育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
～
13
時
15
分

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
希
望
者
に

は
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
29
年
４
月
生
ま
れ

日
10
月
11
日
㈬
、
17
日
㈫
、
25
日
㈬

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
28
年
３
月
生
ま
れ

日
10
月
12
日
㈭
、
24
日
㈫
、
31
日
㈫

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
26
年
９
月
生
ま
れ

日
10
月
５
日
㈭
、
18
日
㈬
、
26
日
㈭

◆
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
向
け
講
座

　

初
め
て
の
出
産
を
迎
え
る
妊
婦
と
、

赤
ち
ゃ
ん
を
育
児
中
の
母
親
を
対
象
に
、

専
門
職
に
よ
る
講
話
の
ほ
か
、
悩
み
相

談
に
も
応
じ
る
。
時
間
は
い
ず
れ
も
10

時
～
11
時
10
分
。

対
①
第
１
子
を
妊
娠
中
の
人
、
②
第
１

子
で
１
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

定
①
の
み
先
着
５
人

申
①
の
み
直
接
ま
た
は
電
話
で
各
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

妊
娠
中
の
栄
養
の
お
話
、
赤
ち
ゃ
ん

を
お
風
呂
に
入
れ
る
練
習
、
パ
パ
の
妊

婦
体
験
な
ど
、
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
３
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
11
月
12
日
㈰
、
13
時
～
15
時
30
分

申
10
月
16
日
㈪
～
11
月
８
日
㈬
ま
で

に
、
電
話
で
子
育
て
支
援
課
へ
。

９
１
３
２
）
へ
。

市
民
大
学
講
座

　

第
29
集
は
13
頁
「
動
物
園
の
イ
ベ
ン

ト
」
に
掲
載
。

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）（
第

32
集
を
除
く
）

申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
生
涯
学

習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
９

２
）
へ
。

◆
第
30
集
「【
消
費
者
講
座
】
あ
な
た
を

守
る
契
約
の
ル
ー
ル
～
消
費
者
の
た
め

の
法
律
を
知
っ
て
お
こ
う
」

　

櫻
井
智
恵
氏
（
帯
広
消
費
者
協
会
消

費
生
活
相
談
員
）
を
講
師
に
、
よ
り
よ

い
消
費
生
活
を
送
る
た
め
の
契
約
の

ル
ー
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
。未
就
学
児（
２

歳
以
上
）
の
託
児
希
望
者
は
10
月
12
日

㈭
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
10
月
19
日
㈭
、
10
時
～
11
時
30
分

定
先
着
１
５
０
人

申
込
期
限
10
月
17
日
㈫

対
十
勝
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
協
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
が
で
き
る
人

日
11
月
４
日
㈯
、
①
10
時
～
12
時
、
②

13
時
～
15
時

費
５
０
０
円

申
込
期
間
10
月
３
日
㈫
～
11
月
１
日
㈬
、

９
時
～
17
時

普
通
救
命
講
習

　

出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
救
命
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
。

日
・
場
①
11
月
９
日
㈭
、
消
防
庁
舎

（
西
６
南
６
）、
②
19
日
㈰
、
南
出
張
所

（
西
17
南
41
）、
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～

16
時
30
分

定
①
先
着
50
人
、
②
先
着
30
人

費
各
５
０
０
円

申
・
問
①
10
月
３
日
㈫
～
11
月
２
日
㈭

ま
で
、
②
10
月
13
日
㈮
～
11
月
12
日

㈰
ま
で
に
、
帯
広
消
防
署
救
急
課
（
西

６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・

◆
第
31
集
「【
２
０
１
７
ち
く
だ
い
教

養
人
間
講
座
】
技
術
と
文
化
」

　

世
界
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
の
な

か
で
磨
か
れ
て
き
た
《
技
術
》
の
合
理

性
や
そ
の
《
文
化
》
と
し
て
の
発
展
の

営
み
を
、
現
代
の
科
学
技
術
に
よ
っ
て

解
き
明
か
す
。
未
就
学
児（
２
歳
以
上
）

の
託
児
希
望
者
は
10
月
12
日
㈭
ま
で
に

申
し
込
み
。

日
10
月
19
日
㈭
、
26
日
㈭
、
11
月
２
日

㈭
、
全
３
回
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
１
５
０
人

申
込
期
限
10
月
18
日
㈬

◆
第
32
集
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
は

“
や
め
ら
れ
な
い
”“
と
ま
ら
な
い
”
～

カ
ル
ビ
ー
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に

つ
い
て
～
」

　

新
谷
英
子
氏
（
カ
ル
ビ
ー
人
事
部
総

本
部
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
委
員
会
委
員

長
）
を
講
師
に
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
は
じ
め
、
多
様
な
人じ
ん
ざ
い財
が
活
躍
す

る
た
め
の
働
き
方
改
革
を
積
極
的
に
推

進
す
る
カ
ル
ビ
ー
の
取
り
組
み
を
学
び
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
重
要
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
。

日
10
月
24
日
㈫
、
15
時
30
分
～
16
時
45

分場
帯
広
畜
産
大
学
（
稲
田
町
西
２
）

定
先
着
１
０
０
人

申
込
期
限
10
月
23
日
㈪

◆
第
33
集
「
ス
ク
ラ
ム
十
勝
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
２
０
１
７
～
持
続
的
な
生
産
活
動

を
目
指
す
十
勝
の
農
畜
産
業
～
」

　

農
業
生
産
活
動
の
持
続
性
を
確
保
す

る
た
め
の
取
り
組
み
や
、
農
畜
産
物
の

安
全
認
証
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
各
分
野
の
専
門
家
か
ら
学

ぶ
。
未
就
学
児
（
２
歳
以
上
）
の
託
児

希
望
者
は
10
月
18
日
㈬
ま
で
に
申
し
込

み
。

日
10
月
25
日
㈬
、
13
時
45
分
～
16
時
45

分定
先
着
１
５
０
人

申
込
期
限
10
月
24
日
㈫

◆
第
34
集
「【
男
女
共
同
参
画
講
座
】
そ

れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
～
」

　

平
岡
祥
孝
氏（
札
幌
大
谷
大
学
教
授
）

を
講
師
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生

活
の
調
和
）
の
在
り
方
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
。
未
就
学
児
の
託
児
希
望
者

は
10
月
19
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
10
月
29
日
㈰
、
10
時
～
11
時
30
分

定
先
着
50
人

申
込
期
限
10
月
27
日
㈮

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業　

提
供
会
員
講
習
会

　

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
人
（
提

供
会
員
）
を
対
象
に
、
提
供
会
員
講
習

会
を
開
催
。
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と

で
提
供
会
員
と
し
て
活
動
で
き
る
。
講

習
会
は
、
事
業
概
要
、
子
ど
も
の
世
話
・

遊
び
、
小
児
看
護
の
基
礎
知
識
な
ど
、

全
15
項
目
。
講
習
内
容
と
開
催
時
間
の

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

費
軽
食
作
り
の
み
３
０
０
円
程
度

申
・
問
10
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮
ま
で
に
、

帯
広
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
西
20
南
５
、
ぷ
れ
い
お
ん
・
と
か
ち
内
、

☎
66
・
４
２
８
５
）
へ
。

担
当
課
子
育
て
支
援
課

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

第 13 回シルバーフェア　シルバー人材センターの会員が制作した作品展示やお宝市などイベントが盛りだくさん。　日 10 月 13 日（金）、10 時～ 15 時、
14 日（土）、10 時～ 13 時　場シルバーいきいきプラザ（西 13 南２）　問帯広市シルバー人材センター（☎ 38・2001）　担当課工業労政課

日　時 場　所

10月30日（月）９時 45 分～15 時

保健福祉
センター

（東８南13）

31 日（火）10 時～15 時

11 月１日（水）10時30分～15時30分

２日（木）10 時～14 時 30 分

７日（火）10 時～15 時

９日（木）10 時 30 分～16 時
帯広ファミ
リーサポー
トセンター

種　　類 講　　座

健康・スポーツ ZUMBA＆ウェーブストレッチ、背骨コンディショニング、太極拳、
ヨガ・気功、社交ダンス、フラダンス、硬式テニスなど

音楽 コーラス、カラオケ、ゴスペル
書道・絵画 書道、美文字入門、油絵、パステル画
語学 英会話（入門、初級、中級）、韓国語
文学 源氏物語（入門、初級、中級）

趣味・手工芸 パッチワークキルト、刺しゅう、ちぎり絵、アロマテラピー、
着物、絵手紙

その他 華道、茶道、料理など

　10月～翌４月に開催する講座の受講生を募集。詳細は総合案
内（市庁舎１階）、とかちプラザ、各コミセンなどに配置のパン
フレットか市ホームページで確認してください。
　とかちプラザ開催講座のみ、託児可能。
対高校生以上
申・問 10 月 5 日（木）～ 24 日（火）10 時～ 21 時 30 分までに、とか
ちプラザ（西４南 13、☎ 22・7890）へ。西帯広コミセン開催分講
座のみ、10月５日（木）、10時～ 11時まで、西帯広コミセンで
受け付けます（それ以降はとかちプラザで受け付け）。パンフレッ
トに折り込みの郵便振替用紙での申し込みも可能。

プラザ･エンジョイスクール
平成29年度後期講座

全15項目のうち5項目分は必須講習となります。

10月開催 講座名・場所

３日（火）
ママと赤ちゃんの食事講座

地域子育て支援センターもりのこ
（大空町１、☎ 49・2005）

５日（木）
ママと赤ちゃんのわくわく母乳講座

地域子育て支援センターいなだ
（西 15 南 40、☎ 48・2206）

12 日（木）
ママと赤ちゃんの歯っぴい講座

地域子育て支援センターあじさい
（東９南 19、☎ 67・6231）
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（
12
頁
）
を
書
い
て
、
明
治
北
海
道
十

勝
オ
ー
バ
ル
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線

56
番
地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎

49
・
４
０
０
０
）
へ
。

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

場
・
申
・
問
11
月
19
日
㈰
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
帯
広
の
森
体
育

館
（
南
町
南
７
線
56
、
帯
広
の
森
運
動

公
園
内
、
☎
48
・
８
9
1
2
、
Ｆ
48
・

６
２
６
１
）
へ
。

◆
選
手
向
け

　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
競
技
力
向
上
に
必

要
な
心
理
的
ス
キ
ル
を
学
ぶ
。

対
中
学
生
以
上

日
12
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰
、
全
２
回
、

い
ず
れ
も
10
時
～
17
時

定
先
着
２
０
０
人

費
中
学
生
・
高
校
生
５
０
０
円
、
一
般

１
０
０
０
円

◆
指
導
者
・
保
護
者
向
け

　

選
手
、
子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
の
引

き
出
し
方
を
学
ぶ
。

対
指
導
者
・
保
護
者

日
12
月
９
日
㈯
、
19
時
～
21
時

定
先
着
30
人

費
１
０
０
０
円募

　
　集

審
議
会
委
員
の
募
集

対
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す
る

20
歳
以
上
で
、
年
に
２
～
３
回
程
度
の

日
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。
市
が

設
置
す
る
委
員
会
な
ど
の
委
員
は
除
く
。

任
期
各
２
年
間

報
酬
出
席
１
回
に
つ
き
８
５
０
０
円

◆
と
か
ち
プ
ラ
ザ
運
営
審
議
会
委
員

　

と
か
ち
プ
ラ
ザ
の
管
理
や
運
営
に
つ

い
て
審
議
を
行
う
委
員
を
募
集
。

定
２
人

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
・
問
特
に
記
載
が
無
い
場
合
は
、
各

申
込
期
限
ま
で
に
、
健
康
推
進
課
（
東

８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎

25
・
９
７
２
１
）
へ
。

◆
ス
ト
レ
ス
と
心
の
健
康
講
座
～
あ
な

た
が
変
わ
れ
ば
ス
ト
レ
ス
が
変
わ
る
～

　

自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
見

つ
け
る
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
。
13
時
～
16
時

ま
で
申
し
込
み
不
要
で
ス
ト
レ
ス
測
定

体
験
も
あ
り
。

日
10
月
20
日
㈮
、
14
時
～
15
時
30
分

場
図
書
館
（
西
２
南
14
）

定
先
着
35
人

申
込
期
限
10
月
13
日
㈮ 

◆
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

　

採
血
に
よ
る
血
清
反
応
検
査
。
結
果

は
約
４
週
間
後
に
通
知
。

対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上
で
、

過
去
５
年
以
内
に
受
診
し
て
い
な
い
人

日
10
月
24
日
㈫
、
14
時
～
14
時
30
分

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

費
３
０
０
円
（
中
学
生
ま
で
は
無
料
）

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座

　

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
講
話
と
、
家
庭
で

も
簡
単
に
で
き
る
運
動
を
行
う
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
各
先
着
40
人

申
込
期
限
10
月
25
日
㈬

・
歯
か
ら
始
ま
る
健
康
に
つ
い
て

日
10
月
27
日
㈮
、
10
時
～
11
時
30
分

・
身
近
な
感
染
症
対
策

日
11
月
６
日
㈪
、
10
時
～
11
時
30
分

◆
健
康
づ
く
り
教
室
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス

リ
ム
コ
ー
ス
」

　

期
間
中
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

う
各
種
運
動
支
援
の
取
り
組
み
に
参
加

可
能
。
託
児
希
望
は
事
前
に
申
し
込
み
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
。
全
２
回
に

参
加
で
き
る
人

日
10
月
30
日
㈪
、
翌
１
月
29
日
㈪
、
全

２
回
、
９
時
30
分
～
12
時

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
先
着
20
人

申
込
期
限
10
月
20
日
㈮

◆
ラ
ン
チ
＆
運
動
つ
き
健
診
教
室

　

病
気
の
早
期
発
見
と
メ
タ
ボ
に
な
ら

な
い
た
め
の
栄
養
学
習
と
試
食
、
手
軽

な
運
動
を
セ
ッ
ト
で
体
験
で
き
る
教
室
。

対
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
申
込
者

日
11
月
13
日
㈪
、
11
時
～
12
時
40
分

場
啓
北
コ
ミ
セ
ン
（
西
13
北
２
）

定
先
着
20
人

申
11
月
１
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
で
北
海

道
対
が
ん
協
会
帯
広
出
張
所
（
☎
27
・

２
３
４
５
）
へ
。

高
齢
者
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
症
状
や
接
し
方
な
ど
を
学

び
、
認
知
症
の
人
を
地
域
で
見
守
る
応

援
者
を
養
成
す
る
。

日
10
月
18
日
㈬
、
14
時
～
15
時
30
分

場
市
庁
舎

定
先
着
30
人

申
10
月
２
日
㈪
～
16
日
㈪
ま
で
に
、
高

齢
者
福
祉
課
へ
。

◆
認
知
症
・
家
族
の
集
い
「
茶
話
会
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
交
流
会
。
介
護
を
終
え
た
人
や
、
認

知
症
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
能
。

　

手
伝
い
が
必
要
な
場
合
は
連
絡
く
だ

さ
い
。

日
10
月
26
日
㈭
、
13
時
30
分
～
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
） 

費
１
０
０
円

◆
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

～
お
食
事
＆
交
流
会
編
～

　

介
護
者
の
心
身
の
元
気
回
復
を
目
的

に
、
情
報
交
換
や
交
流
な
ど
を
行
う
。

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
～
15
時
。
い
ず

れ
か
１
回
参
加
可
能
。

対
65
歳
以
上
の
要
支
援
１
・
２
、
要
介

護
１
～
５
の
市
内
在
住
の
高
齢
者
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民
（
別
居
で
も

可
）

定
各
先
着
15
人

申
各
開
催
日
の
１
カ
月
前
～
１
週
間
前

ま
で
に
、
電
話
で
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。ス

ポ
ー
ツ

帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に｢

申
込
時
の
記
載
事
項｣

（
12
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

プ
ー
ル
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番

地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
47
・

３
６
３
０
）
へ
。

◆
50
歳
か
ら
の
水
泳
教
室
（
２
回
目
）

対
市
内
在
住
の
50
歳
以
上
の
初
心
者

日
11
月
１
日
～
翌
２
月
21
日
の
水
曜
日
、

全
12
回
、
12
時
～
12
時
50
分

定
抽
選
20
人

費
６
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
18
日
㈬

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
☆
ス
イ
ミ
ン
グ（
２
回
目
）

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
初
心
者

日
11
月
３
日
～
翌
３
月
２
日
の
金
曜

日
、
全
12
回
、
19
時
～
19
時
50
分

定
抽
選
20
人

費
６
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
18
日
㈬

◆
ス
イ
ン
ピ
ア
記
録
会

　

日
本
水
泳
連
盟
公
認
プ
ー
ル
で
、
大

会
形
式
で
タ
イ
ム
を
計
測
す
る
。
競
技

内
容
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

対
競
技
種
目
を
完
泳
で
き
る
小
学
生
以

上日
12
月
３
日
㈰
、
９
時
～
12
時

定
先
着
１
５
０
人

費
２
０
０
円

申
込
期
限
11
月
８
日
㈬

帯
広
の
森
体
育
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
12
頁
）を
書
い
て
、帯
広
の
森
体
育
館

（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
、
帯
広

の
森
運
動
公
園
内
、☎
48
・
８
９
１
２
）へ
。

◆
キ
ッ
ズ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
～
幼

児
ス
ポ
ー
ツ
～

　

遊
び
の
要
素
を
加
え
な
が
ら
運
動
神

経
の
発
達
を
促
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

対
幼
稚
園
・
保
育
所
の
年
中
・
年
長
児

に
当
た
る
幼
児

日
11
月
８
日
～
翌
１
月
24
日
の
水
曜
日
、

全
10
回
、
16
時
～
17
時

定
抽
選
30
人

費
２
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
18
日
㈬

◆
レ
ッ
ツ
！
バ
ル
シ
ュ
ー
レ（
１
回
目
）

　

ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

運
動
遊
び
。

対
幼
稚
園
・
保
育
所
の
年
中
児
に
当
た

る
幼
児
～
小
学
２
年
生

日
11
月
24
日
～
翌
１
月
12
日
の
金
曜
日

（
た
だ
し
12
月
７
日
の
み
木
曜
日
）、
全

６
回
、
15
時
30
分
～
16
時
20
分

定
抽
選
30
人

費
１
２
０
０
円

申
込
期
限
11
月
４
日
㈯

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

（
３
回
目
）

　

有
酸
素
運
動
と
目
的
別
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
、
体
力
向
上
と
健
康
の
増
進

を
図
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
11
月
９
日
～
翌
1
月
25
日
の
木
曜

日
、
①
初
級
10
時
～
11
時
、
②
中
級
11

時
15
分
～
12
時
15
分
、
各
全
10
回

定
抽
選
①
20
人
、
②
30
人

費
各
４
０
０
０
円

場
・
申
・
問
10
月
26
日
㈭
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込
時
の

記
載
事
項
」（
12
頁
）
を
書
い
て
、
総

合
体
育
館
（
〒
080
・

0030
大
通
北
１
丁
目

１
番
地
、
☎
22
・
７
８
２
８
）
へ
。

ち
び
っ
こ
ス
ケ
ー
ト
教
室

　

基
礎
中
心
の
初
心
者
教
室
。

対
市
内
在
住
の
小
学
生
の
初
心
者

日
11
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮
、
全
５
回
、

17
時
～
18
時

定
抽
選
１
１
０
人

費
２
５
０
０
円

場
・
申
・
問
11
月
１
日
㈬
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

リラクゼーション室のお知らせ　リラクゼーション室の開室時間は、毎週、月・金曜日、13 時～ 17 時（一般開放、16 時 30 分までに入室）、火曜日、
18 時～ 20 時（予約制）、10 月９日（祝）は休みです。　問健康推進課（東８南 13、保健福祉センター内、☎ 25・9721）

開催日 講座名・場所 地域包括支援
センター

11 月 17 日（金）
かんたんにできるクレヨン絵手紙＆お食事会 帯広けいせい苑

☎ 53・4771もみじ乃（西６南 20）

12 月１日（金）
そば打ち体験

愛仁園
☎ 49・2338地域包括支援センター愛仁園（西）

（西 24 南１）

12 月 13 日（水）
薬剤師によるお薬講話＆小物作り＆お食事 帯広至心寮

☎ 24・1150ふじまるビル８階（西２南８）

翌１月23日（火）
お食事会＆交流会 帯広市社会福祉

協議会
☎ 21・3292グリーンプラザ（公園東町３）

自宅でも気軽にできる運動に挑戦



■ 17 ■ 広報おびひろ　平成 29 年 10 月号

任
期
開
始
日
11
月
1
日
㈬

申
・
問
10
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮
ま
で
に
、

応
募
動
機
や
と
か
ち
プ
ラ
ザ
に
関
す
る

意
見
な
ど
を
書
い
た
８
０
０
字
以
内
の

レ
ポ
ー
ト
と
福
祉
・
環
境
・
社
会
教
育

な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経
験
を

記
載
し
た
履
歴
書
を
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
生
涯
学
習
課
（
〒
080
・

8670
西
５
条

南
７
丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
１
９
２
）
へ
。

◆
帯
広
市
緑
化
審
議
会
委
員

　

帯
広
市
の
緑
の
保
全
と
緑
化
推
進
に

つ
い
て
調
査
審
議
を
行
う
委
員
を
募
集
。

定
１
人

申
・
問
10
月
31
日
㈫
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
応
募
動
機
や
緑
化
に
関
す
る
意

見
を
書
い
た
８
０
０
字
以
内
の
レ
ポ
ー

ト
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
歴
を

記
載
し
た
履
歴
書
を
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
み
ど
り
の
課
（
〒
080
・

8670
西
５
条

南
７
丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
６
階
、
☎

65
・
４
１
８
６
）
へ
。

臨
時
保
育
士
・
保
育
業
務
補
助
員
を

募
集

　

市
内
公
立
保
育
所
10
カ
所
の
い
ず
れ

か
に
勤
務
す
る
、
臨
時
保
育
士
と
保
育

業
務
補
助
員
を
募
集
。
資
格
要
件
な
ど

の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
10
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫
ま
で

に
、
履
歴
書
と
保
育
士
証
の
写
し
（
臨

時
保
育
士
の
み
）
を
直
接
ま
た
は
郵
送

で
こ
ど
も
課
（
〒
080
・

8670
西
５
条
南
７

丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
５
９
）
へ
。

～
新
た
な
る
門
出
を
祝
う
～

平
成
30
年
帯
広
市
成
人
の
誓
い

　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
に
は
、

12
月
上
旬
に
案
内
は
が
き
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
民
登
録
が
な
い
人
で
も
、

当
日
、
運
転
免
許
証
や
学
生
証
な
ど
生

年
月
日
を
確
認
で
き
る
も
の
を
受
け
付

け
に
提
示
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

対
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

日
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰
、
14
時
～
15

時
、
受
け
付
け
は
13
時
か
ら

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

問
青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
６
２
、Ｆ
23
・
０
１
５
５
、 youth

@
city.obihiro.hokkaido.jp

）

◆
宣
誓
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

申
10
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青

少
年
課
へ
。

・「
二
十
歳
の
誓
い
」
宣
誓
者

　

新
成
人
の
代
表
と
し
て
「
二
十
歳
の

誓
い
」
を
宣
誓
す
る
人
を
募
集
。

対
新
成
人
で
、
当
日
午
前
に
行
う
リ

ハ
ー
サ
ル
か
ら
参
加
可
能
な
人

定
選
考
、
男
性
１
人
、
女
性
１
人

・
成
人
の
集
い「
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

当
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
受

け
付
け
や
会
場
整
理
な
ど
運
営
に
携
わ

る
人
を
募
集
。

定
15
人
程
度案

　
　内

市
街
化
調
整
区
域
で
の
建
築
・

土
地
購
入
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

市
街
化
調
整
区
域
で
は
、
住
宅
・
工

場
の
ほ
か
、
基
礎
の
な
い
簡
易
な
建
物

な
ど
の
建
築
や
農
業
用
倉
庫
を
他
の
目

的
に
使
う
な
ど
の
用
途
変
更
も
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

原
野
な
ど
を
宅
地
に
見
せ
か
け
て
売

る
現
状
有
姿
分
譲
地
は
、
建
物
の
建
築

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
地
や
建
物

を
購
入
す
る
と
き
は
事
前
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

都
市
計
画
区
域
外
で
あ
っ
て
も
、
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
宅
地
造
成
な
ど
を

行
う
場
合
は
、
許
可
が
必
要
と
な
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎

65
・
４
１
７
９
）

国
民
年
金
保
険
料
一
部
免
除
を
受
け
た
と
き

は
残
り
の
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料

の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の

１
免
除
は
、
免
除
を
受
け
た
残
り
の
保

険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
残

り
の
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
る
と
、
免

除
が
承
認
さ
れ
て
も
保
険
料
未
納
期
間

に
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
住
民
課
国
民
年
金
係
（
市
庁
舎

１
階
、
☎
65
・
４
１
４
３)

、
帯
広
年

金
事
務
所
（
西
１
南
１
、
☎
25
・
８
１

１
３
）

慶
事
記
念
樹
の
手
続
き
が

10
月
末
で
終
了

　

平
成
28
年
中
に
住
宅
を
新
築
し
た
人

や
平
成
28
年
度
に
出
生
届
を
提
出
し
た

人
、
今
年
度
小
学
校
に
入
学
し
た
人
に

は
、
慶
事
記
念
樹
の
案
内
チ
ラ
シ
（
水

色
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
受
け
付
け

と
苗
木
の
引
き
換
え
は
10
月
31
日
㈫
ま

で
で
す
。
な
お
、
配
布
で
き
る
苗
木
引

換
券
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
希
望
者

は
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎

65
・
４
１
８
６
）

療
養
病
床
に
入
院
す
る
場
合
の

居
住
費
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

療
養
病
床
入
院
時
生
活
療
養
費
の
う

ち
、
居
住
費
が
平
成
29
年
10
月
よ
り
変

更
さ
れ
ま
す
（
指
定
難
病
医
療
受
給
者

を
除
く
）。
医
療
区
分
Ⅰ
（
厚
生
労
働

省
の
定
め
る
一
定
の
基
準
を
満
た
す
者

を
除
く
）
の
居
住
費
が
１
日
当
た
り
３

２
０
円
か
ら
３
７
０
円
に
、
医
療
区
分

Ⅱ
・
Ⅲ
の
居
住
費
が
１
日
当
た
り
０
円

か
ら
２
０
０
円
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

問
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４

１
３
８
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は

汚
れ
を
落
と
し
て「
資
源
ご
み
」に

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
一
部

で
「
食
べ
残
し
」
や
「
汚
れ
」
が
つ
い
た

ま
ま
「
資
源
ご
み
」
の
日
に
出
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
汚
れ
が
付
着

し
た
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
ば

か
り
か
、
き
れ
い
な
も
の
ま
で
汚
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
汚
れ
が
落

ち
な
い
も
の
は
「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎
37
・

２
３
１
１
）

住
ま
い
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

空
き
家
を
含
め
た
住
ま
い
の
売
却
、

相
続
、
管
理
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
関

す
る
相
談
に
、
専
門
家
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
で
き
る
専
門
家
は
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
建
築
士
、
宅
地
建
物
取
引

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
お
よ
び
社
会
福

祉
協
議
会
で
す
。

日
毎
月
第
２
日
曜
日
、
第
４
火
曜
日
、

13
時
～
16
時
（
事
前
予
約
制
）

場
市
庁
舎
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５

南
11
）、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
・
問
事
前
に
電
話
で
、
建
築
指
導
課

（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
０
）
へ
。

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
帯
広
の
森
・

は
ぐ
く
ー
む
の
指
定
管
理
者
を
募
集

　

平
成
30
年
４
月
以
降
に
帯
広
の
森
・

は
ぐ
く
ー
む
を
管
理
運
営
す
る
指
定
管

理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
内
容

の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限
10
月
30
日
㈪

問
み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎

65
・
４
１
８
６
）

と
か
ち
帯
広
空
港
の
駐
車
場

混
雑
予
想
カ
レ
ン
ダ
ー
を
掲
載

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
２
週
間
分
の

駐
車
場
の
空
き
状
況
が
分
か
る
カ
レ
ン

ダ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
空
港
利
用

の
際
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

駐
車
場
は
混

雑
が
常
態
化

し
て
い
ま
す

の
で
時
間
に

余
裕
を
持
っ

て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
空
港
事
務
所
（
泉
町
西
９
線
、
☎

64
・
５
３
２
０
）

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
の
市
民
意
見
交
換
会

　

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
第
七

期
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
、
福
祉
、
介
護
保
険
に
つ
い

て
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

意
見
交
換
会
を
開
催
。
時
間
は
１
時
間

半
程
度
。
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
10
月
５
日
㈭
、
18
時
30
分
～
20
時

場
市
庁
舎
10
階
第
５
Ｂ
会
議
室

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

10 月９日「体育の日」はごみの収集をお休みします　10 月９日（月）体育の日は、くりりんセンターの整備点検のため、ごみの収集は休みです。
くりりんセンターへのごみの持ち込みもできません。ご注意ください。　問清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311）

このような状態ではリサイクルできません

検 索帯広市  空港  駐車場
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問
星
槎
帯
広
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
22
・

３
８
３
０
）

釧
路
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

場
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
（
西
２
南

８
、
ふ
じ
ま
る
ビ
ル
８
階
）

問
釧
路
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
０
９
０
・
１
１
０
）

◆
定
例
行
政
相
談
所

　

役
所
と
の
や
り
と
り
で
の
困
り
事
や

意
見
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
毎
月
第
２
木
曜
日
、13
時
30
分
～
16
時

◆
１
日
合
同
行
政
相
談
所

　

行
政
機
関
の
ほ
か
、
弁
護
士
や
司
法

書
士
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
10
月
17
日
㈫
、
10
時
30
分
～
16
時

（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

中
高
年
求
職
者
向
け

合
同
企
業
説
明
会

　

企
業
の
採
用
担
当
者
と
直
接
話
を
し

た
り
、
求
職
者
の
心
得
を
テ
ー
マ
に
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

対
お
お
む
ね
35
歳
以
上
の
人

日
①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
10
月

19
日
㈭
、
13
時
～
15
時
、
②
合
同
企
業

説
明
会
10
月
28
日
㈯
、
13
時
～
16
時

場
①
と
か
ち
プ
ラ
ザ（
西
４
南
13
）、
②

帯
広
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル（
西
３
南
９
）

申
・
問
①
の
み
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
中
高

年
求
職
者
安
定
就
業
促
進
事
業
事
務
局

（
☎
０
１
１
・
２
８
１
・
７
０
５
０
）
へ
。

第
１
回
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
集
い

　

目
が
見
え
に
く
い
人
と
そ
の
家
族

が
、
生
活
で
の
困
り
事
や
悩
み
を
気
軽

に
話
し
合
え
る
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

対
弱
視
者
や
そ
の
家
族
、
視
覚
障
害
に

関
心
の
あ
る
人

日
10
月
21
日
㈯
、
14
時
～
16
時

場
北
海
点
字
図
書
館
（
東
２
南
11
）

申
・
問
前
日
ま
で
に
、
十
勝
視
覚
障
害

者
の
会
・
鈴
木
（
☎
21
・
１
４
１
４
）
へ
。

写
真
展
︿
あ
れ
か
ら
30
年
立
ち
現

れ
る
風
景
２
０
１
７
﹀

　

士
幌
線
・
広
尾
線
の
廃
線
30
年
の
節

目
を
迎
え
、
写
真
展
を
行
い
ま
す
。

日
・
場
10
月
５
日
㈭
～
10
日
㈫
、
①
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
２
南
12
）、
10
時

～
18
時
、
②
勝
毎
サ
ロ
ン
（
西
２
南
８
、

ふ
じ
ま
る
ビ
ル
７
階
）、
10
時
～
18
時

30
分
、
③
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
）、

９
時
～
17
時
（
①
②
は
最
終
日
が
14
時

ま
で
）

問
士
幌
線
・
広
尾
線
廃
線
30
年
記
念
企

画
実
行
委
員
会
・
松
井
（
☎
０
９
０
・

６
６
９
９
・
７
１
２
２
）

子
育
て
マ
マ
の
た
め
の

選
べ
る
プ
チ
お
シ
ゴ
ト
体
験

　

子
育
て
中
の
女
性
が
働
き
や
す
い
帯

広
市
内
の
企
業
で
、
短
期
間
の
就
業
体

験
が
で
き
ま
す
。

日
10
月
4
日
㈬
、
5
日
㈭
、
時
間
は
受

け
入
れ
先
企
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
９
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
し
ゅ
ふ
き
た

十
勝
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://shufu

kita.jp/tokachi/

）
か
ら
申
し
込
み
。

家
事
と
家
計
の
講
習
会

　

家
計
簿
を
つ
け
て
、
お
金
の
使
い
方

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
・
会
場

に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
10
月
28
日
㈯
～
11
月
11
日
㈯
、
10
時

～
12
時
な
ど

費
前
売
り
４
０
０
円
（
当
日
４
５
０

円
）、
託
児
１
０
０
円
（
要
予
約
）

申
・
問
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
帯

広
友
の
会
（
☎
36
・
０
７
０
１
、
月
・
水
・

木
・
金
曜
日
、
10
時
～
15
時
）
へ
。

地
域
に
根
ざ
す
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

　

消
費
者
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
、
知

識
を
深
め
た
い
人
向
け
に
、
倫
理
的
な

消
費
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
学

べ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
10
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰
、
全
２
回
、

10
時
～
15
時
（
１
日
で
も
受
講
可
）

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
35
人

申
・
問
10
月
６
日
㈮
ま
で
に
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
明
記
し
、

フ
ァ
ク
ス
で
全
国
消
費
生
活
相
談
員
協

会
北
海
道
支
部
（
☎
・
Ｆ
０
１
１
・
６

２
２
・
２
７
２
５
、
月
・
火
・
木
曜
日
、

10
時
～
15
時
）
へ
。

帯
広
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

　

高
次
脳
機
能
障
害
の
実
態
や
リ
ハ
ビ

リ
に
関
す
る
講
演
や
、
参
加
者
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
討
論
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
障
害
者
と
家
族
、
医
療
・
福
祉
・
行

政
の
関
係
者

日
10
月
28
日
㈯
、
13
時
～
17
時

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
東
８
南
13
）

問
脳
外
傷
友
の
会
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
道
東

（
大
通
南
12
、
☎
24
・
６
９
７
４
）

家
族
介
護
教
室「
腰
痛
予
防
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
＆
腰
痛
を
予
防
す
る
介
護
」

　

腰
痛
を
予
防
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

問
北
海
道
ア
ル
バ
イ
ト
情
報
社
（

０
１
２
０
・
８
５
５
・
０
２
５
）

第
27
回「
公
証
週
間
」
電
話
相
談

　

10
月
１
日
～
７
日
の
公
証
週
間
に
、

遺
言
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
の
公
証
事

務
に
関
す
る
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
10
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯
、
①
９
時
30

分
～
12
時
、
②
13
時
～
16
時
30
分

問
日
本
公
証
人
連
合
会
本
部
（
☎
03
・

３
５
０
２
・
８
２
３
９
）

プ
レ
マ
マ
わ
く
わ
く
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ロ
ー
赤
ち
ゃ
ん
！

　

産
婦
人
科
医
、
保
健
師
、
歯
科
医
の

話
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
楽
し
く
て
た

め
に
な
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
妊
婦
ま
た
は
１
歳
未
満
の
子
ど
も
を

育
児
中
の
人
と
そ
の
家
族

日
10
月
14
日
㈯
、
13
時
～
15
時
30
分

（
12
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
１
５
０
人

申
・
問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
母
子
衛

生
研
究
会
北
海
道
地
区
事
務
局
（
☎
０

１
１
・
２
３
３
・
５
９
７
７
）
へ
。

第
34
回「
十
勝
マ
イ
ナ
ー
校
」

　

長
谷
仁
美
氏（
百
年
記
念
館
学
芸
員
）

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、「
ア
イ
ヌ
文
化
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
と
ト
ー
ク
を
し
ま
す
。

日
10
月
15
日
㈰
、
15
時
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
代
表
福
井（
☎
42
・
５
１
９
５
）

星
槎
国
際
高
等
学
校

全
国
移
動
美
術
展

　

全
国
の
星
槎
国
際
高
等
学
校
の
生
徒

た
ち
が
制
作
し
た
絵
画
、
イ
ラ
ス
ト
、

写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
10
月
18
日
㈬
、
10
時
～
19
時
、
19
日

㈭
、
10
時
～
17
時

場
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
（
西
２
南

８
、
ふ
じ
ま
る
ビ
ル
８
階
）

10月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、10月４日（水）、18日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収集地区は、
10 月 11 日（水）、25 日（水）です。　問清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311）

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
12月号掲載の受付締め切りは10月18日（水）です。

広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）問い合わせ

みんなの広場

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

▷問　図書館（西２南 14、☎ 22・4700）

　今月は、各国のナショナルジオグラフィックのカメラマン
たちが捉えた“決定的瞬間 ”を掲載した写真集を紹介します。

図書館の  　オススメ

　世界のあちこちで毎日、驚くべ
き自然現象が起きています。本書

は、その瞬間を切り取り、自然界の真実として私たちに伝え
てくれる一冊です。
　干上がった湖をひとりでに動く石、幻の鳥、自然がつくる
アート、リンカーン大統領の懐中時計に刻まれた謎の文字…。
生命の神秘、不思議な空間、貴重なお宝などのテーマごとに、

「めったに見ることができないその瞬間」を堪能できます。

編　著…ナショナル
　　　　ジオグラフィック
編　集…スーザン・タイラー・
　　　　ヒッチコック
発　行…二見書房

『めったに見られない
  瞬間！』

（表紙画像使用許諾済）

▷問　健康推進課（東８南 13、保健福祉センター内、☎ 25・9721）

いずれも、乳房の張りが少ない月経終了後、１週間くらいの間に行うとよいです。
閉経後の人は毎月１回、日を決めて行いましょう。

　日本人女性の 11 人に１人※がかかるといわれている乳がん。乳がんから命を守る
ために、「月に一度の自己検診」と「２年に一度の乳がん検診」をおすすめします。

ここから心 体 元気アップ

※国立がん研究センターがん対策情報センター「がん情報サービス」最新がん統計（平成28年）

20頁に乳がんの予防啓発活動「ピンクリボン運動」関連の記事掲載

　入浴時、せっけんがついた手で触れると乳房の凹凸がよく分かります。 また、仰
向けに寝た状態でも触ってみましょう。

・４本の指で「の」の字を書くように触る。しこりがないか、一部が硬くないか、脇
の下から乳首までチェック。

・乳首から分泌物がでないかを調べる。

　頭の後ろで手を組み、ひきつれ、くぼみ
などの変化を確認する。

触れてチェック

鏡の前でチェック
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帯広市の保存樹木
「カシワ」

写真・文／みどりの課　伊藤 恭平

ふるさと
見聞録

ン
グ
や
介
護
方
法
を
体
験
し
ま
す
。

対
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
家
族
・
今

後
介
護
を
す
る
予
定
の
人

日
11
月
11
日
㈯
、９
時
30
分
～
11
時
30
分

定
先
着
10
人
程
度

場
・
申
・
問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
帯

広
光
南
病
院
・
早
坂
（
空
港
南
町
３
０

３
、
☎
47
・
４
８
１
１
）
へ
。

11
月
期
い
き
い
き
交
流
会

　

市
内
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
昼
食
な
ど
で
交
流
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
１
回
の
み
参
加
可
能
。
当

日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
・
場
い
ず
れ
も
10
時
～
13
時
ご
ろ
、

▽
10
月
30
日
㈪
、
大
空
会
館
（
大
空
町

12
）
▽
11
月
1
日
㈬
、
啓
北
コ
ミ
セ
ン

（
西
13
北
２
）
▽
６
日
㈪
、
緑
栄
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
西
９
南
28
）、
▽
８
日
㈬
、

南
コ
ミ
セ
ン
（
西
10
南
34
）、
▽
14
日

㈫
、
南
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
西
15
南

36
）
▽
15
日
㈬
、
東
コ
ミ
セ
ン
（
東
７

南
９
）▽
17
日
㈮
、
緑
西
コ
ミ
セ
ン（
西

17
南
４
）
▽
21
日
㈫
、
栄
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
西
17
北
１
）
▽
22
日
㈬
、
西
帯

広
コ
ミ
セ
ン
、（
西
23
南
２
）▽
24
日
㈮
、

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）
▽

27
日
㈪
、
大
正
農
業
者
ト
レ
セ
ン
（
大

正
本
町
西
１
）
▽
29
日
㈬
、
森
の
里
コ

ミ
セ
ン
（
西
22
南
４
）
▽
30
日
㈭
、
生

活
館
（
柏
林
台
東
町
２
）

問
帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
公
園
東

町
３
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
内
、
☎
21
・

２
４
１
４
）

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
︵
Ｓ
Ａ
Ｊ
︶
公
認

ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
受
検
希
望
者
募
集

　

来
年
２
月
に
留
寿
都
村
で
開
催
さ
れ

る
Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
検

定
会
の
受
検
希
望
者
を
募
集
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
検
資
格
次
の
全
て
を
満
た
す
人

▽
当
年
度
Ｓ
Ａ
Ｊ
登
録
会
員
で
級
別
テ

ス
ト
１
級
以
上
▽
赤
十
字
救
急
員
、
救

急
Ⅰ
課
程
修
了
、
医
師
、
看
護
師
、
救

急
救
命
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
人
（
赤
十
字
帯
広
市
地
区
の
救
急
員

養
成
講
習
会
は
11
月
に
グ
リ
ー
ン
プ
ラ

ザ
で
開
催
）
▽
受
検
す
る
年
度
の
４
月

１
日
現
在
、
20
歳
以
上

申
・
問
11
月
30
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で

十
勝
ス
キ
ー
連
盟
安
全
対
策
部
水
尻

（
☎
０
９
０
・
１
６
４
０
・
６
９
８
０
）へ
。

ア
イ
ヌ
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
専
用
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

困
り
事
、
嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
、

何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（

０

１
２
０
・
７
７
１
・
２
０
８
）

日
月
～
金
曜
日
（
年
末
年
始
、
祝
日
を

除
く
）、
９
時
～
17
時

問
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー(

☎

03
・
５
７
７
７
・
１
８
０
２)

ご
存
知
で
す
か
？
労
働
委
員
会

～
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
ま
ず
相
談
～

　

労
働
問
題
に
精
通
し
た
公
・
労
・
使

の
各
委
員
三
人
一
組
の
あ
っ
せ
ん
員
が
、

労
働
者
個
人
と
使
用
者
間
の
労
働
問
題

に
つ
い
て
助
言
な
ど
を
行
い
、
解
決
を

目
指
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
。

問
▽
一
般
の
労
働
相
談
は
、
道
の
「
労

働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」（

０
１
２

０
・
81
・
６
１
０
５
、
月
～
金
曜
日
、

17
時
～
20
時
、
土
曜
日
、
13
時
～
16
時
）

▽
あ
っ
せ
ん
窓
口
、
問
い
合
わ
せ
は
北

海
道
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整
課
（
☎

０
１
１
・
２
０
４
・
５
６
６
７
）

▷帯広市急病テレホンセンター（☎ 0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（薔 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS ☎ 011・221・8699）休日・夜間の急病は

　

帯
広
市
は
市
内
に
あ
る
「
由

緒
・
由
来
の
あ
る
木
」
や
「
学
術

的
価
値
の
高
い
木
」
と
し
て
10
本

を
、
保
存
樹
木
に
指
定
し
て
い
ま

す
。
中
央
公
園
（
西
３
南
７
）
東

側
に
は
、
平
成
２
年
９
月
に
帯
広

市
で
最
初
の
保
存
樹
木
に
指
定
さ

れ
た
、
推
定
樹
齢
１
５
０
年
の
カ

シ
ワ
の
木
が
あ
り
ま
す
。

　

中
央
公
園
は
帯
広
小
学
校
の
跡

地
に
造
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

木
は
小
学
校
が
建
築
さ
れ
た
時
に

は
、
す
で
に
そ
び
え
立
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
も
、
小
学
校
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
共

に
成
長
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、

中
央
公
園
が
造
成
さ
れ
た
後
も
唯

一
残
さ
れ
て
き
た
木
で
も
あ
り
ま

す
。
カ
シ
ワ
は
十
勝
地
方
を
代
表

す
る
木
で
、
昔
は
ど
こ
に
で
も
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
公
園
や

防
風
林
な
ど
の
一
部
に
残
っ
て
い

る
程
度
で
す
。

　

カ
シ
ワ
の
葉
は
、
縁
が
丸
く
大

き
な
波
状
に
な
っ
て
い
て
、
秋
に

枯
れ
た
葉
は
、
春
に
新
芽
が
出
る

ま
で
落
葉
し
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

「
代
が
途
切
れ
な
い
」
縁
起
物
と

し
て
、
塩
漬
け
に
し
て
柏
餅
を
包

む
の
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ま
ち
や
人
々
の
営
み
を

途
切
れ
る
こ
と
な
く
見
守
り
続
け

て
き
た
カ
シ
ワ
の
老
木
に
触
れ
て
、

帯
広
の
歴
史
を
感
じ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

▷問　安心安全推進課（市庁舎３階、☎ 65・4131）

盗難を防ぐには鍵のつけ方も大事
高額なツーリング自転車などが狙われる盗難が急増しています！

ツーロックと比較して、ワンロックや施錠をしていない場合は盗
難に遭いやすくなります。次の盗難防止策を心掛けましょう。

・異なる鍵を二つ以上使ってロックする（地面に固定されて
いるものと自転車のフレームをロックする）

・自転車を離れる場合は、短時間でも鍵をする（コンビニな
どに停める場合でも、必ず鍵をする）

・駐輪場所を選ぶ（人けの少ないところには駐輪しない）

心　  全メモ安 安

《 盗難防止策 》

帯広を150年余り見守るカシワ

※13頁に関連イベント「保存樹木を巡るバスツアー」の記事掲載

平成 29 年度（7 月まで） 平成 28 年度
施錠あり 55 件 31 件
施錠なし 43 件 54 件
計 98 件 85 件

U字ロック

ヒ
ッ
ヒ
ッ
ヒ
ッ

ワイヤータイプ錠

市内の
自転車盗難
被害件数

高そうな
自転車だな
盗んでやろう

二
つ
鍵
を
し
よ
う

フレームと
タイヤを
ロック

フレームと
タイヤ、
車輪止めを
つなぐ

ツーロックだ！
これじゃ盗めない!!
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10
月
は
乳
が
ん
月
間
で
す
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乳
が
ん
か
ら
命
を
守
る

　

乳
が
ん
は
、
女
性
が
か
か
る
が
ん
の

う
ち
、
最
も
多
い
が
ん
で
す
。
し
か
し
、

早
期
に
発
見
し
、
治
療
を
す
れ
ば
、
９

割
以
上
の
人
が
治
る
が
ん
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
乳
が
ん
へ
の
備
え
」に
向
け
た

取
り
組
み
を
実
施

　

乳
が
ん
の
予
防
啓
発
活
動
は
「
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
運
動
」
と
し
て
広
ま
り
、
帯

広
市
も
昨
年
度
か
ら
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

i
n
お
び
ひ
ろ
」
と
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
、「
万
が
一
、
か
か
る
か
も
し

れ
な
い
乳
が
ん
へ
の
備
え
」
を
、
一
人

で
も
多
く
の
人
が
実
践
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分

自
身
や
大
切
な
人
を
守
る
た
め
、
取
り

組
み
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

「
備
え
」
を
実
践
す
る
た
め
の

パ
ネ
ル
展
示
＆
体
験

　

い
ず
れ
も
予
約
不
要
で
、
参
加
無
料
。

場
所　

図
書
館
（
西
２
南
14
）

▽
パ
ネ
ル
展

日
時　

10
月
25
日
㈬
～
29
日
㈰
、
10
時

～
20
時
（
土
・
日
曜
日
は
18
時
ま
で
）

▽
乳
が
ん
自
己
検
診
体
験

　

触
診
モ
デ
ル
を
使
っ
て
、
し
こ
り
を

見
つ
け
る
方
法
を
体
験
。

日
時　

10
月
29
日
㈰
、
10
時
～
16
時

　

18
頁「
こ
こ
か
ら
元
気
ア
ッ
プ
」コ
ー

ナ
ー
で
、
自
己
検
診
の
方
法
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎 週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）  ９：15～９：20
おびひろ広報メモ

（FM-WING76.1MHz） ９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、Ｆ23・0156、 report@city.
obihiro.hokkaido.jp）

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

情
報

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９

７
２
１
）

問
い
合
わ
せ

　今年で 70 回目を迎えた十勝最大の夏祭り「おびひ
ろ平原まつり」が開催されました。恒例のおびひろ
盆おどりや平原・太鼓まつりのほか、周年を記念し
た小学生の競技大会「平原まつりんピック」などが行
われ、４日間の来場者数は、昨年を５万 4000人上
回る約 20 万 1000 人となりました。おなじみの「北の
大地ｄ

で

ｅ大道芸フェスティバル」では、国内外で活
躍する大道芸人のパフォーマンスが繰り広げられ、
多彩な技で観客を魅了しました。（８月 13 日～ 16 日、
平原通り７丁目～ 11 丁目、広小路、夢の北広場）

　ばんえい競馬を応援しようと、ＪＲＡ（日本中央競馬会）
所属の人気騎手 11 人が帯広競馬場に駆け付け、ばんえい
競馬のレースの合間に、トークショーや模擬レースなど、
各種ファンサービスを行いました。人気騎手を一目見よ
うと、普段は帯広競馬場を訪れる機会の少ない人など、
2200人を超えるお客様が来場し、盛り上がりました。（８
月 21 日、帯広競馬場）

　ＪＲ帯広駅周
辺で開催された、
十勝最大の食と
音楽の催し「とか
ちマルシェ」。７
回目となる今年
は、過去最多の
約９万 8000 人が
来 場 し ま し た 。
会場には十勝の食をテーマにした 130 のさまざまな店が
並んだほか、ステージではミュージシャンらが演奏を披
露し、来場者は音楽と料理を楽しみました。（９月１日～
３日、ＪＲ帯広駅周辺）

オビヒロカメラレポ ＪＲＡジョッキーＤＡＹ

駅周辺にぎわった「とかちマルシェ」

踊り手の熱気に包まれた盆おどり

おびひろ平原まつり 70周年

自宅でも自己検診をしてみましょう

　事前の申し込みが必要です。先着
順ですので早めに申し込みください。

日曜日に
乳がん検診が
受けられます

日時　10 月 15 日（日）
　　　８時 30 分～ 13 時 30 分
場所　保健福祉センター
　　　（東８南 13）
対象　40 歳以上の女性で、偶数
　　　年齢（平成 30 年３月 31 日
　　　現在）の市民
料金　40 歳代：2100 円　
　　　50 歳以上：1750 円
※保険証の種類などで無料となる場
合があります。詳細は健康推進課へ
問い合わせください。
申し込み　北海道対がん協会帯
広出張所（☎ 27・2345）へ。

ミュージシャンの野外ライブ




